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一　恋慕











　別にどうこうなりたいわけじゃない。ただ憧れて、ただ見ていたくて。それだけだから。

　――自分に言い聞かせ、写真の表面を撫でる。

「詠一えいいち先輩……」

　レンズに視線を寄こしていない彼の写真を見つめ、献ささぐはほぅっと息を吐く。カメラ越しでも彼の目を見ることはできない、自分と彼の関係をそのまま写す写真をまた一枚、アルバムに挟んだ。




　それまでの献の毎日は、単調なものだった。

　事務員として採用されたはずが、週五日の出勤のうち四日は営業で外回りという変則的な業務。いつまでも慣れることのできない飛び込み営業に、暗澹のため息をつき靴底をすり減らす。もちろん残業は毎日あったが、深夜まで帰れないというほどでもなく、程よく目減りされた残業手当として加算される。ブラックとまではいかないギリギリのグレー企業で、忙しさに精神がごっそりと削り取られるほどではないが、少しずつすり減っていく、そんな毎日が続いていた。

　その日も残業が終わり、いつまでもうまくならない営業トークと未達のままの目標値に鬱々としながらコンビニに寄る。種類がやたら多いミネラルウォーターをぼんやりと眺めていた時、何気なくレジ待ちの客を見た。

　スッと背筋の伸びた男の美しい後ろ姿を見た瞬間、棚の死角に入り献は息を潜める。献が隠れて見つめる中、Ｔシャツにジーパンというラフな格好の彼は、タバコだけを買うと店員に礼を言いそのままコンビニを出ていった。

　あぁ、行ってしまう。そう思うと体が自然に動く。見間違いかもしれない、他人の空似かもしれない。自制を促す言葉も頭に浮かんだが、彼を見間違うはずがないという謎の確信が献にはあった。何も買わずにコンビニを出て、無意識のうちに彼の後ろを付けていた。

　彼、七河しちかわ詠一は献が高校の時に所属していた陸上部の歳年上の先輩だった。彼は短距離走者で、いつも人懐っこい微笑みを浮かべる涼やかに整った美貌が、スターターピストルがなると獣の如く険しくも荒々しい様へと変わる。走るフォームは狼のようにしなやかで美しく、献は詠一の疾走に信仰じみた憧れを抱いていた。

　口を開けば案外彼はぞんざいな口調で、貴族的な容姿を裏切る気さくさと面倒見の良さを発揮し、当時一年だった献のこともあれやこれやとかまってくれていた。

「お前の走り、いいぜ。長距離は少々畑違いだけどよ、勝負に入った時の全部投げ出すみたいな献の追い込み、危なっかしいがオレは好きだぜ」

　引退前の彼にそう言われた時、献の憧れは色を変えた。それはただ後輩を励ますための何気ない言葉だと頭ではわかっていたが、彼の声で語られた献へ向けられた「好き」という音は、献を狂わせるには十分な威力を持つ。

　憧れはすぐさま恋慕に変化し、しかし恋を告げるには相手を信仰しすぎていた。目で見るだけの恋は卒業式まで続き、何も言えぬままその他大勢の後輩として彼の門出を見送った。

　女子生徒にもみくちゃにされていた詠一は、人垣の中にいる献を見つけると笑って走り寄る。

「これ、オレのお古だけどやるよ」

　練習時にいつも使っていたストップウォッチ機能付きの腕時計を外し、詠一は献の左手首に巻き付ける。

「献、陸上頑張れよ」

　そう言って詠一はいつもの明るい笑顔で犬の頭でも撫でるように献の頭を撫でまわし、手を振り去っていった。

　ただそれだけの、なにも起こりはしなかった片想いの記憶。あの腕時計は高校と大学を経て、今でも献のベッドサイドに宝物として飾ってある。

　高校一年から始まった信仰のような恋は、献の中でずっと育っていた。詠一が卒業した後の高校時代はもちろん、大学の四年間も、就職してからも何かしら詠一の影が献を支配していた。わずかに好意を寄せた相手も好意を寄せてくれる相手も、詠一と比較してしまう。

　詠一のような美しい人間を判断基準の真ん中に置いている献が、簡単に恋などできるわけもなく、相手の好意に押されて付き合いを始めても、結局は破綻してしまう。

　献にとって、詠一だけが輝いている。たとえ高校時代の先輩後輩という関係しかなく、それ以上の接点を持たぬまま遠い存在となっていても。

　そんな神にも等しい詠一に遭遇してしまったことは、吉事なのか凶事なのか、献には判断がつかなかった。




　距離を取ったまま、振り向きもしない彼の後ろを歩く。高校時代と同じように声をかけるタイミングならいくらでもあったが、最初の一言を考えるうちに、彼は現在の住居らしき新しい高層マンションへと入っていった。

　ここに彼が住んでいる。こんなにも近くに、彼がいた。そう思うと献は総毛立つほどの興奮と感動を覚える。

「先輩……詠一先輩」

　呼びかけられなかった名前をいまさらのように口に出すと、みっともないほど上擦り掠れていた。

　固く閉ざされたエントランスを眺め、献は詠一の美しい背中を反芻する。卒業式に掴まれた左手首が彼の体温を思い出し、燃えるように熱い。

　ずっと埋火のように献の胸の内でくすぶっていた何かが、チカチカと瞬く。日常に疲弊しボロボロに折られていた献に、その閃光は眩しすぎた。乾いた枯れ草へ火花を散らしたように、献はひと息に炎に呑まれていた。










二　妄想











　そこから献の日常は崩れていく。外回りに出ると理由を付けては詠一の住むマンションの辺りを回り、空き時間を作っては彼の生活圏を巡り彼の痕跡を探し、彼の職場らしきオフィスビル、行きつけの店を見つけ、生活時間帯を割り出す。

　これまで気付かなかったが、詠一は献の住むアパートからそう遠くもない場所にあった。同じ沿線上で、詠一は献が使う駅の隣の駅を使っていて、生活圏も所々かぶっている。今まで顔を合わせなかったことが不思議なくらいだが、多くの人が住むこの街で偶然出会う確立を考えたら、出会えなくても当然とも思える。

　出逢えた奇跡を感謝しつつ、献は詠一を見かければ気取られぬよう距離を取って、その姿をスマホに収める。

　詠一の画像がフォルダに溜まっていくと、次第に恋情に肉欲が連動し、届かない彼の姿に欲情してしまう。

　高校三年生の頃よりもさらに洗練された美貌と、大人びた気怠い表情。時折見せる飾らない笑みは男性的な魅力に溢れ、高校一年の夏に嗅いだグラウンドの砂ぼこりに混じる彼の汗の匂いを思い出させ、献は感じることのできない香りを記憶の中で味わい楽しんでいた。

　今日も仕事に疲れ、ひとり暮らしの部屋に帰る。何も考えずルーティンとして食事や入浴を済ませ、ようやくベッドに辿り着く。そのまま寝てしまってもよかったが、どうにも収まりの悪い気持ちでモヤモヤしていた。

　今週は事務の仕事が詰まっていたため、日課にしていた外回りをしながらの「先輩探し」ができず、本格的な追っかけは来週までお預けだ。詠一に対する飢えを宥めるために、隠し撮り写真を綴じたアルバムを眺める。

　ベッドに腰掛けて隠し撮りした彼の凛々しい横顔を見つめるうちに、左手首が熱を帯び、その熱が劣情を呼ぶ。

　献はベッドサイドに置いてある腕時計を左手首に付け、左手で自分の唇に触れた。ゴツゴツと筋張った大きな手、長い指、四角い爪。目を閉じて、いつも盗み見ている詠一のパーツを事細かに思い出す。唇の薄い皮膚を通して感じる自分の指先を頭の中で詠一の物へと置き換えると、たまらなく気持ちよくなる。カサついた指先を唇の中に挿し入れ、舌を絡めて吸い付く。

「っあ、先輩……せん、ぱい」

　これは先輩の指、彼の一部。ぴちゃぴちゃと水音が立つほど舐めまわし、濡れた指を口から引き抜く。口の端から漏れ出た唾液の筋を辿り首筋を撫でおろし、自分の胸をそっと触れる。

　先輩は、どんなふうに女を抱くんだろう。――学生時代、詠一は学校中の女子生徒に憧れられ、彼女だと噂される綺麗な女子生徒たちに取り囲まれていた。大人になった詠一の美しい佇まいは男性的な魅力に溢れ、会社でも私生活でも絶えず女性に熱いまなざしを送られているだろう。特定の女性とは付き合っていないようだが、彼の周囲から女性の影が絶えることはない。

　彼女たちが羨ましくて、妬ましい。――献は「一番愛されている自分」を想像し、Ｔシャツの裾から手を差し込み、自ら乳首をつまむ。

「は、ぁっ、先輩、ぁ、ゃ、いた、い」

　わざと力を込めて摘み、捻りあげる。ギリギリと捻ると、乳首はジンジンと痛みを放ちながら赤く色づき、硬く勃ちあがる。指先で強めに押し潰し、いたぶる。

　高校時代、詠一は献の自己ベスト更新を褒めて頭を撫でたことがあった。ふざけて軽く抱きしめ、「よしよし！」と犬でも撫でるように荒く髪をかき乱した。その強い手指にドキドキして、彼のされるままになりながら献は肩を竦め照れ笑いをしていた。

　あの強さで、痛いくらいに愛してほしい。――いつの間にか性感帯になっていた胸を左手で愛撫しながら、空いた右手でスエットごと下着をずり降ろす。すでに芯を持つ陰茎は外気に晒され、冷たさにヒクンと揺れた。

　献は壁に背を付けもたれ、脱げかけのスエットと下着を足だけで抜き取り、そのまま床に落とす。

　献、もっと足開けよ。――詠一の声を思い浮かべて自分に命じる。Ｍ字に足を曲げて大きく股を開くと、羞恥に息苦しく喘ぐ。

「先輩……ッ、あ、恥ずかし、ぃ」

　瞼の裏に浮かべた詠一は意地悪く笑い、乳首をいじめる手は止めず、右手であばらを擦りながら下腹へと進む。へそのへこみを指先でくすぐり、下生えの中を掻き分けて、明らかに兆している陰茎の根元を軽く握った。

「んっ、ぅ……ぁあ」

　手に力を籠めて圧を加えると、ズクンと腰が震える。直接的でわかりやすい快感を求めて、手を動かし、陰茎を硬く育てるべく扱いていく。シュッシュッと乾いていた摩擦音はすぐに湿っていく。切先からダラダラと零れるカウパー液で手が濡れて、扱くほどに滑りがよくなる。

「ゥッァン、ンッ、んふっ、ぁ」

　鼻を鳴らしながらカリを刺激し、透明の蜜を漏らす割れ目を親指の腹で擦った。刺激の強弱に連動してビクビクと腰が跳ねる。陰嚢が重みを増し、射精感が高まると、あらぬ場所がヒクヒクと蠢き始めた。

　ダラダラと垂れるカウパー液が茎を伝い、間に流れ落ちていく。皮膚の薄い蟻の門渡りを粘液が滑り、遂には慎ましく萎んだ後孔にまで達した。

「んあ、ッ……ふ」

　濡れる感覚に思わず声が出る。待ちわびている後孔は粘液に触れられただけで、異物を飲み込もうと口を開ける準備に入っていた。

「せ、んぱい、触って……さわってぇ」

　何もない空間に猥らに懇願し、献は腰をあげ揺らす。

　しょうがねぇな。――ぞんざいな口調を思い出し、乳首を弄っていた左手を離した。荒く息を吐く口の中に指を押し込み、チュバチュバと音を立てて唾液を絡める。

　先輩が触りやすいようにしなきゃ……。――足が閉じないように気を付けながら、壁に背中を付けたまま身を丸め、後孔が見えやすいように尻を持ち上げる。体勢を整えてから、たっぷりと唾液を塗した指を引き抜き、ようやく後孔に触れる。

「先輩……はやく」

　窄まりの縁をゆるゆると撫で、周囲を濡らすカウパー液を巻き込みながら中指の先を沈めていく。

「ぉ、お、ぁぁ、ンッ」

　慣れることのできない異物感を散らすべく、陰茎を握る手を動かす。快楽が湧きおこると後孔は緩み、さらに中指を深く押し入れる。もぞもぞと指を動かして狭く締まる肉を解していく。

　指先はまだ硬い隘路に阻まれ前立腺まで届かず、焦るばかり遅々として進まない。萎えそうになる茎を擦り励ましながら、ようやく中指を奥まで挿し込む。腹側に指を曲げて目当てのしこりを探し、指先で引っ掻く。

「ひっ！　ッ、ん、んぉ、……あ、ぅうッ」

　痛いような感覚は次第にむず痒い快楽へと変わっていく。じわじわと、しかし決定打にはならない細波のような快感に焦れて、右手の動きを激しくした。まだ後ろだけでは達せない自分は、詠一に対する愛が足りていないように思え、献は後孔に挿し込んだ指を暴れさせる。がむしゃらに前立腺を虐めると、温かった快感が強烈なものに変わっていく。

「ぉ、ぉ、ん、ぅあっ、ぁ、ンンッ」

　獣じみた啼き声を漏らし、前と後ろをひたすらに攻める。額に汗し、口が閉じられずに涎を垂らして、悶える。忙しなく息を吸い、過呼吸寸前の頭を壁に擦り付けながら、腰の奥から駆け上る電流に肩を震わせる。

「せんぱい、せんぱぃ、ぁぁ、ぁ、あ、ィイ、も、イキたぃで、す」

　詠一の腕時計を巻いた左手をムチャクチャに動かし、右手に力を籠める。胎の中の粘膜は暴れる指にキュウキュウと吸い付き震えだす。

「ン、ああぁぁぁッ！　イクッぃくゥッ、～～ンンゥッ」

　胎の中と内股が痙攣し、背骨に閃光が走る。どくどくと脈打つ陰茎から伝う白濁は献の右手と下腹を汚し、やがて力なく項垂れた。

　荒い呼吸が整うまで、献はぼんやりと天井を眺めていた。腹の上にぶちまけた自分の精液はすぐに冷たくなって、不快な粘つきだけが肌の上に残った。やがて呼吸音は静かになり、後孔に入れたままの中指をゆっくりと引き抜く。

「ぅ、ん……ぁ、ん」

　粘膜を擦って抜けていく異物感に声を漏らしてしまう。献は悦楽で消耗した体を緩々と動かしてティッシュペーパーを引き抜き、自分がまき散らした精液を拭った。

　果てた後の心地よい疲労は、献を眠りの世界へいざなう。どうせ寝汗を掻くだろう、シャワーは明日の朝にしよう。自堕落のリカバリーを免罪符にして、献はうとうとしながら布団の中に入り、そのまま睡魔に躰を委ねる。

「せんぱい……詠一先輩……好き、すきなんです」

　届けるつもりのない言葉を唇に乗せ、献は眠りに落ちていった。




　翌朝、すっきりした気分で目を覚まし、目覚ましのタイマーが鳴り出す前に起き上がる。そのままバスルームに向かい、ざっとシャワーで汗を流す。躰も意識もさっぱりさせて朝の支度をし、颯爽と会社へ向かう。

　不思議なもので、彼の後ろ姿を追い続ける生活になってから、仕事がうまく回るようになった。詠一をつける時間を捻出するために仕事の効率化を目指し試行錯誤した。気の重かった営業の仕事も、断られて落ち込む時間がもったいなく思え、落ち込むことをやめたら知らぬうちに営業成績が上がっていく。

　詠一の影を追えば追うほどに、献は社会的に認められ、そして追っかけという行動にのめりこむほどに、その行為が発覚した時に失うものが大きくなる。追っかけの止め時がわからないまま、献は今日も詠一を追いかける。自ら自分の立場を悪い方向へ追い立てているのはわかっていたが、どうしようもない。

　献は今夜も「詠一に愛されるひと時」を愉しむために、仕事に集中した。




　その日も帰宅時間を使って詠一の待ち伏せをするため、カフェに入った。

　献の調べた限りでは、毎週という訳ではないが、詠一は木曜の夜には猫のマークが特徴的なバーを兼ねたカフェに寄っていく。決まった席に座って軽くビールを飲みながらモバイルを少し触り、デリを数品買って帰宅することが多い。献は詠一がいつも座る席が見える、しかし彼の席からは観葉植物の影になって見えにくくなっている場所に席を取り、コーヒーを注文する。

　今のところ、献の存在を詠一に気付かれた様子はない。もし詠一が献に気付いても、カフェでコーヒーを飲んでいることを咎められることはないだろう。後ろをつけることとは違い、ここならば言い逃れはいくらでもできる。

　今日は先輩来るかな。ここ二週来てるから、今週も来てほしい。いつもスーツ姿だけど、たまにカジュアルな格好で来るから、見逃さないようにしないと。

　スマホを触る振りをして、件の席を見張っていると、先程まで座っていた客が帰り、店員がテーブルを拭き始める。すると見計らったかのように店のドアが開き、詠一が入ってきた。詠一はタイトな黒のチノパンと白のＴシャツにベージュのリネンジャケットをラフに羽織っていた。シンプルな出で立ちのために、スタイルと姿勢の良さが際立ち、彼の美しさが本物であることを証明している。

　今日も先輩かっこいい。――献が陶然と見つめる中、詠一は席の片付けをしている若い女性店員に笑顔で話しかける。二言三言言葉を交わすと詠一はいつもの席に座り、対応していた店員はくだけた口調で「いつもと同じ、コロナのエキストラでよかった？」と尋ね、詠一も「あぁ、ライムじゃなくてレモンで」と返していた。

　詠一と店員のフランクなやり取りを眺め、献は高校時代を思い出した。

　整った容姿や優秀さを鼻にかけることなく、人懐っこい笑みを浮かべ詠一は誰にでも親しく声をかける。内向的でなかなかクラスにも部活にも馴染めなかった献は、詠一のおかげで陸上部員たちに溶け込み、同学年の陸上部員をきっかけにしてクラスにも友人ができた。

　詠一にしてみれば、献は何人もいる新入生のひとりでしかない、その他大勢なのだろう。だが献にとって、詠一は唯一無二の存在で、信仰の対象なのだ。

　店員との親しいやり取りを見るに、今でも詠一は何気なく親しみを振りまき、周囲の人間を魅了する人誑しぶりを発揮しているみたいだ。そうして、詠一は無自覚なまま、献のように彼に恋い焦がれる存在を多く生み出しているに違いない。

「先輩は、ひどいひとだ……」

　献は口の中だけで呟き、ビールを飲む詠一を隠し撮りしながらじっと見つめる。献の想いを込めた視線など気付く様子もなく、詠一は美味そうに金色に輝くビールを飲んでいた。

　モバイルを触りながらコロナビールを一壜びん飲み終えると詠一は席を立ち、デリを数品選ぶと会計を済ませ、先程の女性店員に挨拶をしてから店を出た。すぐにでも後を追いたい気持ちもあったが、あまり深追いすると付けていることがばれてしまう。長く詠一の姿を見つめるためにもある程度の自制は必要と献はひと呼吸し、少し時間を置いてから店を出た。

　今日の追っかけはここまでと、献は収穫やそのほかのことを散漫に考えながら、自分のアパートへの道を歩く。

　ビジネススーツ姿の詠一も好きだが、今日のようなカジュアルな姿も好きだ。詠一が働いている複合オフィスビルの場所は知っているが、入館チェックが厳しいためにオフィス部分までは入れずにいる。ビルの入居一覧には大手銀行を傘下に持つ旧財閥系の関連企業が名を連ねていたが、彼の勤め先は特定できていない。詠一の暮らすマンションも高級であるから、彼はそのどれかの企業で評価され成功しているということなのだろう。

　陸上部の仲間の話では、詠一は高校を卒業後に留学し、よく耳にする有名な大学で学業を修めると帰国して親族の仕事を手伝っているという。

「七河先輩、常に成績トップだったもんな。文武両道ってああいう人のこと言うんだろうな。実家も老舗企業の創業者一族って噂だぜ」

　献は仲間の話を思い出し、詠一の苗字が件のオフィスビルにも名があった旧財閥の創始者一族と同じものであることに気付いた。詠一との格差を改めて思い知り、詰めることのできない距離に苦く笑った。

　あぁ、遠いな。何もかも遠い。――彼と肩を並ぶものが何もない自分を再確認し、献は自分の住む安いアパートを見上げる。

　あれ？　珍しいな。――角部屋である自分の部屋の、いつもは無人の隣の部屋から明かりが漏れていた。

　献は就職してからも、大学時代から同じアパートにそのまま住んでいる。大した愛着があるわけでもないが、手ごろな値段と通勤にも便利な立地だったから、その程度の理由で住み続けている。

　献が大学三年の夏になるまでは、別の大学の学生が隣の部屋に住んでいた。その時の隣人は深夜に大音量で音楽を流したり、週末に友人たちとどんちゃん騒ぎをしたりと迷惑を被っていた。管理会社を通して苦情を言うと逆に凄まれる、そんな隣人で、はじめてのひとり暮らしで心細かった献を大いに悩ませていた。

　傍若無人な隣人が転居しホッとするのもつかの間、隣室はすぐに埋まった。どんな人が来るのかと戦々恐々としていたが、新しく入居した隣人は部屋を倉庫代わりに使っているらしく、出入りはあるようだが住人の暮らす様子はない。献は隣人とすれ違ったことさえなく、いまだに顔も知らないままだ。隣人との騒音トラブルの心配がない、それもこのアパートに住み続ける理由なのかもしれない。献は物音ひとつしない隣室の前を通り過ぎ、自室の色褪せた鉄扉に鍵を差し込んだ。

　部屋へ入った瞬間に、違和を感じ少し足を止めた。――まただ。献は自分の成長しなさに自嘲した。

　献には、疲れすぎたり落ち込むことがあったりすると気が立ってしまうのか、いろいろなことに違和感を覚える癖のようなものがある。誰かに見られている、自分の部屋に誰かが入った気がする、そういう類の実態のない恐怖。就職活動のあたりから始まったもので、強いストレスや不安からくる注察ちゅうさつ妄想という症状だ。

　部屋の違和感も監視も自分の妄想だと自覚しているが、この不安をコントロールすることはできないままだ。

　今週は忙しかったし、いろいろあったから……。不安になる自分を落ち着かせながらスーツを脱ぐと、どっと疲れが出る。やっぱり疲れていたからだと、自分でも納得すると次第に不安は薄まっていった。

　気を取り直して食事をとろうとしたが、詠一を待ち伏せする間に飲んだコーヒーで腹が膨れ、食べられそうにもない。献はスエットにも着替えず、ワイシャツだけのだらしない姿でパソコンを起ち上げ、スマホから送った画像データのチェックをする。

　疲れてはいたが、先程隠し撮りしたデータの編集だけは今日中に終わらせたい。妙な使命感で詠一の画像をひとつひとつ確認していく。

　ディスプレイの中の詠一は、店員と親しげに話し、ビールを飲み、真剣な顔でモバイルに打ち込みをしている。先程まで同じ空気を吸っていたのだと思うと、興奮が高まり、献はディスプレイに触れ、呼びかけた。

「先輩、いつものって……コロナのエキストラにレモンでよかったですよね？」

　手元で操作し、店員に笑いかけていた画像へと切り替える。詠一と話していた女性店員を自分に置き換え、献は詠一との会話を想像してみた。

　いつも注文するビールを彼の席に届ける。紙のコースターを敷き、程よく冷やされた壜を置き、レモンと一緒にサービスのスナックを添える。

「お、サンキューな」

　詠一はニカリと笑う。綺麗な顔に似合わない気取らない笑い方と口調に、献も笑う。

「先輩って、なんだかオッサン臭いしゃべりしますよね」

　冗談めかして指摘すると、詠一は不満げに口をへの字に曲げる。

「そうか～？」

　彼の機嫌を損ねてしまった。自分の軽口を後悔し、眉を下げる。そんな献を見て、詠一はいたずらが成功した子供のような笑顔になった。

「ちがいねぇ」

　快活に笑う詠一を見て、自分もつられて笑う。時折いたずらっぽくからかって、献の反応を見ては詠一は目を細める。彼にかまってもらえる、それだけでもうれしくて、うれしくて――高校時代に交わした会話を織り交ぜながら想像し、その幸福さに胸が痛くなる。

「そうだったら、いいのにな」

　具体的な想像をすればするほど、そこに自分がいないことを実感してしまう。

　現実をあまり直視すると、苦しいことばかりが目につく。現実を頭から追い出すべく、献は下肢に手を伸ばした。

　詠一を見ていられるだけで満足しなければいけない。彼を欲しがっても手は届かない。それどころか、自分には声をかける勇気すらないのだから。

　街で偶然を装い、高校時代の部活の後輩として声をかけても、詠一は嫌な顔をしないだろう。人懐っこい笑みを浮かべ再会を喜んでくれる、そういう人だから……。

　そう思いながらも、何度もあった再会のチャンスを自分で潰し、息を潜めて詠一を追いかけてしまう。自分でも何をしたいのか、どうなりたいのか、わからないままだ。

「先輩……ごめんなさい、俺を許して」

　自分の胸の中でドロドロと煮詰まっていく詠一への想いから目を背けたくて、献は自分の陰茎を握り、必死に扱いて快楽の中へと逃げ込んだ。




　その夜、献は意識を失うようにして眠りについた。

　前後左右のない無重力のような感覚、眠りに落ちた直後や目覚める直前の不確かな意識の領域、献は夢うつつの狭間で揺蕩っていた。

　浅く温む微睡みの中で、冷たく乾いた指先が頬に触れる。

「献、お前は本当にかわいいな……たまんねぇ」

　含み笑いの低い声。誰にも言えぬまま胸の内で想う男の声に、献は歓喜に震えた。

「せんぱい、せんぱい」

　甘えた声で呼びながら、薄く目を開ける。ぼんやりとした視界の中で、詠一は献の顔を覗き込み、うっとりと笑っていた。

「献、お前はオレのモノだから……」

　熱のこもった囁きに、献は嬉しさのあまり涙ぐむ。

　何と都合のいい夢だろう。願望だけで構成された夢とわかっていても、詠一の姿と声を味わえる悦びに献の胸は痛くなる。

　何か言おうにもうまく言葉が出ず、唇を無意味に動かしていると、冷たい指先が献の唇をスッと撫でた。

「献、もっと堕ちてこい」

　濃くなる森林のような匂いとタバコの残り香、ゆっくりと唇に触れ合わせられた乾いた唇の感触。乾いたキスはすぐに濡れた感触となり、口腔に挿し込まれる熱い舌は少し苦く、それでも夢中になってその舌に吸い付いた。

「ぅ、ぅン……ぅう」

　息苦しさなど気にもせず、献は詠一の舌を受け入れ、奉仕するようにしゃぶる。詠一の苦い舌は身勝手なほど傍若無人に献へ侵入し、柔らかい内頬の粘膜を舐め、上顎の裏をざらざらと研ぐ。あまりの気持ちよさに鼻を鳴らし、背を反らして身悶えた。

　気持ちいい、気持ちいい、タバコの味がするキス、苦くて甘くて、溶けていく。思考になる前に蕩けて形にならない、感情の連なりばかりが頭蓋骨の中で泡のように沸き立ち弾ける。

　キスだけで身体中の筋肉が弛緩し、ぐにゃぐにゃとしなる背骨を支えるために詠一の背中に腕を回して縋り付く。彼の背に爪を立ててもシャツの上を滑るだけで、捉えきれない。

　献は詠一の舌に自分の舌を必死で絡め、彼がここに留まりたくなるよう、媚び続ける。技術など何もない献の投げ出すような捨て身の媚も、詠一の前では無力そのものだ。

　舌の側面、付け根、歯列、歯の表面、唇と歯肉との間にある粘膜の襞。詠一の舌に嬲られる口の中すべてが快感を拾い、性感帯にでもなったかのようだ。

　ぴちゃぴちゃと粘る愛撫の音が耳までもを犯し、献の脳髄に電流を流す。飲み込めなかった唾液は喉の表面を濡らし、淫靡に垂れ落ちる。

　快感に喉奥が震え、なんとか鼻でしていた呼吸すらもうまくできなくなっていく。

　このまま死んじゃいたい。――酸欠で白む意識で考えられることは、それだけだった。

　献の意識レベルが落ち込むと、執拗なほど献を嬲っていた詠一の舌の動きが止まる。絡み合わせていた献の舌を素気無く離し、ズロリと舌を引き抜いた。

「ちょっくら、やりすぎちまったな……」

　献は肩で息をしながら、まだ銀の糸で繋がる詠一の舌先を放心したまま見つめていると、彼は目を細め笑う。

「献、ちゃんといい子にしてろよ？」

　深いキスを終え満足したのか、詠一は献の唇の端をひと舐めして顔を離す。

「ゃ、やぁッ、せんぱい、もっとキスして」

　離れていく詠一に手を伸ばし懇願しても、彼は笑うだけ。

「せんぱい、やだ、おいてかないで」

　泣き出した献の髪を撫でる手が遠ざかる。そしてまた、献の意識は温む闇へと沈んでいった。

　目覚ましのタイマーが甲高く鳴り、温い夢の世界を暴力的に切り裂く。慌ててタイマーを止めたが、覚醒したばかりの頭はまだ半分眠っているような状態のまま。献は夢の残滓を止めようと、自分の唇にそっと触れる。

　ひどく幸せで悲しい夢を見ていた。自分の愚かさに、献は大きなため息を吐いた。




　週末、高校時代の同級生から久しぶりに連絡があった。

『今度、陸上部のＯＢ会やろうって話になってさ、卯木うのきも来るだろ？』

　久々に会った陸上部の友人と盛り上がり、同窓会を開こうという話の流れになったという。地元を離れて暮らしている献には、すぐには返答しづらいものであった。

「う～ん……どうしよう」

　メッセージを見つめたまま、返信を打つ手が止まってしまう。

　そう遠い故郷でもなく、スケジュールさえ調整すればいけないこともない。久々に懐かしい仲間たちの顔を見たい気持ちもある。ただ、行きたい気持ちと同じ分の行きたくない気持ちもある。

『今年は短距離の七河先輩にも声かけた。七河先輩が来たら女子の参加者も増えるだろうな』

　この一文を見るたびに腰が引けてしまうのだ。

　ＯＢ会で顔を合わせれば、自然と声をかけることもできるだろう。気のいい詠一のことだ、彼から声をかけてくるかもしれない。もし詠一と会話ができれば、きっと近況についても語り合うだろう。今何しているのか、どこに住んでいるのか、そんな話になれば、近所に住んでいるという繋がりで、新たに交流が始まるかもしれない。そうなってしまえば、隠れて見ているだけの今の状況も打破できるのではないだろうか。

　そんな希望的観測を想い描く反面、顔を合わせてしまうことで起きる不具合も考えてしまう。

　もし話しかけて、何かのきっかけで追っかけをしているのがばれたら？　詠一の日常を盗み見しているため、彼のささいな身の回りの出来事も知っている。話しやすい詠一との会話で口を滑らせ、彼の周辺を知りすぎていることが露見してしまうかもしれない。

　そんな心配をしながらも本当に一番気にしていることは、「詠一に忘れられている」という辛い現実を認識させられるかもしれない、忘却という可能性への恐怖だ。

　詠一が高校を卒業してから十年近く経っている。献と同じ陸上部に所属していたが、献とは違う種目、しかも献が入部したのは詠一が三年生の頃、一緒に部活動をした期間は春から夏が終わるまでの五カ月にも満たない期間だ。

　卒業式の時に、詠一は献に声をかけてくれて腕時計もくれたが、それ以降の接点はない。

　今の献と詠一との間にあるのは、献の一方的な片想いだけ。

　詠一と会って、現実を知ってしまうのが怖い。彼の中で献は「名前もおぼろげなその他大勢」であることを思い知らされることが嫌なのだ。

　献は小さく息を吐き、メッセージ作成画面を見つめる。希望も絶望も決めかね、献は短い謝罪と共に、出欠に関しては保留にしておいてほしい、と返信した。

　何もかもを決めかねている。このまま追っかけを続けることが良いことだとは献も思っていない。勇気を出して詠一に声をかけて、まともな人間関係を築く。それができないのなら、潔くこの恋を諦める。常識的な二者択一をするべきなのに、選択に乗せるべきでない追っかけを選んでしまっている。

「……先輩、俺、どうしたらいいんでしょう……？」

　献は口の中だけで、詠一に問いかける。答えなど返ってくるはずもない愚かな独りよがりに、献は自嘲した。結局のところ、自分はどんな答えを望んでいるんだろう。明るい展開など想像すらできないこの恋を、どうしたらいいのかわからないまま、献は立ち尽くしていた。




　社会人としての献の毎日は、危ういバランスで回り続ける。

　詠一への追っかけと隠し撮りを糧に仕事へのモチベーションを無理にあげているが、それでも限度はある。

　カフェでの待ち伏せを楽しみにしていた木曜の午後、受注寸前の取引先担当者から突然断りの連絡があった。電話の向こうで言葉を濁していたが、縁故のあった競合他社に乗り換えた、そんな事情らしい。

　いやぁそちらの方が条件もいいんですが、ちょっといろいろありまして。申し訳なさそうに謝る相手に、いえこちらこそお気遣いいただき、と答える声はかすれ、何を言っていたのか自分でもわからなかった。

　散々擦り合わせをして契約書を交わす直前だっただけにショックも大きく、目の前が真っ暗になっていく。落ち込んだ気持ちのまま上司に契約の不成立を報告すると、ひどく叱責された。

「卯木、お前が先方に何か失礼をしたんだろ、だいたいいつも陰気な顔でぼそぼそしゃべってるから、相手が気分を悪くするんだ。お前みたいなやつがいるから、いつまでも全体目標が達成できない――」

　今回の契約はほぼまとまっていて、そこまでまとめたのは自分で、断られたのはこちらに不備があったからではなく――流れを見れば献に非がないことはわかるはずなのに人格否定までされ、それでも献は俯いて謝罪する他なかった。

　お前は劣っている、ダメなやつだ。そんなことは他人に言われなくても自分が一番わかっている。だが、こうして理不尽なほど責め立てられると、重いローラーで磨り潰されるような、絶望的な心持ちになる。

　自分は本当にダメなやつなんだ、救いようのない、存在するだけで周囲のマイナスになる……思い浮かぶ単語に切り刻まれながら、献は真っ青な顔で靴の爪先を見つめていた。










三　事件











　ひどく落ち込んだまま仕事が終わり、ほぼ無意識で詠一の通うカフェへと向かった。

　彼の姿をわずかにでも目にできれば、気分も晴れるだろう。必ず詠一が来るという訳でもなかったが、淡い期待を胸にいつもの席に座り、コーヒーを飲んで彼が現れるのを待っていた。

　ひとめでも詠一の姿を見ることができれば、この消えてしまいたくなる気持ちも薄れるだろう。詠一がもたらす救いを待ちながら、献はいつも詠一が座る席を見つめる。

　しばらくすると、詠一がカフェに現れた。献は目を輝かせ彼を見ていると、遅れて入店してきた女性が詠一に親しく話しかけ、自然に腕を組む。女性は柔らかなパステルブルーのワンピースにアイボリーのジャケットの、かわいらしい印象の女性だった。整った容貌とモデルのようなスタイルの詠一と並び立っても見劣りせず、むしろファッション雑誌のポートレートのようでもあった。

　え？　その女の人は誰？　――詠一とのただならぬ距離感で接している女性に、献は喉を絞められたかのように息苦しくなる。

　女性は詠一の腕を引っ張り、彼がいつも一人で座る席よりも広い、献の席とはパーティションを隔てた隣の席に着いた。強引な彼女の行動にも、詠一は何とでもないことのように素直に従っている。席に座る瞬間、詠一はちらりと献の方向を見る。しかし、詠一はそのまま何事もなく席に着き、向かいに座る彼女へメニューを渡していた。

　献は息を潜め、詠一と彼女を窺う。彼女は少し高く甘えた声で詠一に仕事のことを話していた。彼女の声や話し方から、並々ならぬ詠一への好意が滲み出ている。詠一はそんな彼女に優しくアドバイスをし、傍から見てもいい雰囲気だった。

　ふたりの会話を盗み聞きし、献は息苦しさにネクタイのノットを緩める。詠一がどんな女性と親しくしようが献には咎める権利もなく、むしろ何かしら思うことすら咎められるのは自分の方なのだ。

　献は青褪めた顔で聞き耳を立て続ける。仕事の話が一通り終わると、彼女はプライベートなことを話しだす。詠一はそつなく相槌を打ち、時には持論をぶつけ、いつものコロナビールを飲みつつ彼女との会話を愉しんでいた。

　彼女は詠一の懐の深さに感じ入ったのか、プライベートな相談を彼に持ちかける。知り合いの男に一方的に好意を持たれ、付き合いを迫られたがやんわりと断った。するとその彼は彼女の周辺人物に接触して彼女のことを探ったり、待ち伏せをしたりして偶然を装って声をかけてくるのだという。

「おいおい、なんだそりゃ。そいつは何をしたいんだ？」

「それが……私に彼氏がいないかを調べていたみたいで……付き合ってる人がいないなら、自分と付き合おうって、何度も言ってきて……」

「うへぇ～、そいつは困ったことだな。周りに根回ししてブロックする方法考えた方がいいんじゃないか？」

　詠一が真剣な様子で答えると、彼女は弱々しく哀れな声で嘆いた。

「私に彼氏がいたらなぁ～。……彼氏いないからって付きまとわれてるんだし、七河さんみたいな頼れる彼氏がいたら、気持ち悪いストーカーも諦めてくれると思うんだけどなぁ」

「ストーカーに彼氏紹介してストーキングやめてもらうことを期待するよりも、警察にも相談した方がいいぞ。好きだなんだ言っても、嫌がってる相手を付け回すなんておかしいだろ。ストーキングする野郎を野放しにしとくなんて、危なすぎるんじゃないか？」

　遠回しな告白にも詠一は気付いた様子なく、真剣な面持ちで対策を考えているようだった。ストーキングという行為を軽蔑していると言わんばかりの言葉の険しさに、献は胃の腑が縮み上がる。体温が下がり、鼓動ばかりが大きく聞こえる。視界が狭まり、グラスを持つ手が震える。グラスの水を飲んだが、喉の渇きは治まらない。

　早くここから遠ざからなくちゃ。――献の防衛反応はこの場からの離脱を命じる。献はふらふらと席を立ち、逃げるようにして店を出た。

　怯えた顔で去っていく献の背中を、詠一がじっと見つめていた。しかし献は気付かず、ただただこの場から立ち去ることで頭がいっぱいだった。




　どうやって自分のアパートまで辿り着いたのか定かではない。

　体に染みついた習性は優秀なもので、大した意識もないのに部屋の鍵をかけ手を洗い、スーツを脱ぎパソコンを起ち上げ、画像フォルダを開いていた。

　左手に詠一からもらった腕時計を巻き付け、画面の中の彼を見つめる。

「先輩……せんぱい……せんぱぃ」

　左手で股間をまさぐると、陰茎はすぐに芯を持った。詠一の姿を見るだけで躰が疼き、快感を欲しがり微熱を帯びる。

『ストーキングする野郎を野放しにしとくなんて、危なすぎるんじゃないか？』

　先程聞いた詠一の嫌悪の声が、耳によみがえる。左手が震えて力が入らない。献は詠一の画像から目を反らし、腕時計をしていない自分の右手で陰茎を扱く。

「ぁ、あ、あッ……あぁ、ん」

　気分を上げようと喘いでみたが、条件反射のような兆しが起こってもまったく快感に繋がらない。敏感な皮膚が擦れる感覚はじれったい不快感になり、中途半端な勃起も次第に力をなくし、萎れていく。

　ふぅふぅと息を乱し、詠一に愛される自分を想像してみたが、うまく思い描くことができない。自分にとって都合のいい夢すら見ることもできず、献は項垂れた陰茎から手を離し、ボロボロと涙をこぼした。

　今、自分がやっていることと、詠一が嫌悪するストーキングにどれほど違いがあるんだろう。違いなんてないのは自分が一番知っている。勝手に追っかけて、隠し撮りをする。それを正当化させる理由などあるはずがない。

　気持ち悪い。自分の何もかもが気持ち悪くてたまらない。

　望みのない想いを勝手に育て、切ることもできないまま根を腐らせ枯らしたのは自分だ。

『好きだなんだ言っても、嫌がってる相手を付け回すなんておかしいだろ』

　当然すぎる正論に、献は切り刻まれる。

　どうしてこんな当たり前のことを忘れていたんだろう。忘れていたわけじゃない、相手にさえ気付かれなければ許されるなんて、都合のいい言い訳をしていただけだ。

　涙が止まらず、献はベッドに突っ伏して嗚咽を漏らす。見返りを求めたいわけじゃない、ほんの少し縋るものが欲しかった。しかしそれは許されないことなのだと、ようやく理解した。

「先輩……ごめんなさい……」

　持て余し腐ってしまった恋心を処分しなければいけない日が遂に来た。それでも献は左手首を縛る腕時計を外すことができず、胸に抱えて身を丸めた。

　翌朝、ゴミ捨て場にゴミを出しにいくと、ゴミの山の中のひとつに猫のマークが見えた。半透明のゴミ袋の中に、献が待ち伏せしていた詠一行きつけのカフェのデリ容器が入っているようだ。献が住むアパートの住人もあのカフェを利用しているのだろう。

　いつも頼んでいたコーヒーは酸味の少ない献の好みのものだった。デリの評判もいいと聞く。何しろ詠一がいつも買っていた。なぜあの時、彼と同じものを食べてみようと思わなかったのだろう。

「……一回くらい、デリを買ってみればよかったな」

　ゴミの中に埋もれた猫のマークを見つめ、もう二度と行かないカフェを惜しむ。献はしばらくゴミに塗れた猫のマークを見つめてから、その場でＯＢ会不参加の短いメッセージを作成した。

　もう詠一を追ってはいけない。献は送信ボタンを押し、青い顔で会社へと向かった。




　詠一を追うことで色づいていた献の世界は、元の灰色の世界に戻った。

　意欲の湧かない仕事をこなし、自分のコミュニケーション能力の低さを嘆き、辿り着かないまま次のノルマを課せられ、ころころと場所を変えるゴールに向かって走らされる。ただ削られるだけの毎日が続く。

　諦めたと言っても、すぐに詠一のことを忘れられるわけもなく、日々の中で詠一を思い出させるものを見てはじくじくと胸を痛ませる。詠一がよく通っていた道を避け、彼のオフィスには近寄らないようにし、カフェの前を通らないように気を付けていた。

　徹底的に彼との遭遇はないように、気を使い慎重に暮らしているのに、献の目はどうしても詠一を探してしまう。

　詠一の追っかけしていた時に感じていた充足感が無くなると、すぐにストレスに塗れた生活に戻った。「詠一を追いかけてはいけない」という戒律が増えたことで、ストレスはより強くなり、注察妄想が以前よりもひどくなった。

　追っかけをやっていた罪悪感が見せる幻なのだ。そう頭では理解していても、過敏になった神経はあらゆることに違和を感じていた。

　道を歩いていると誰かに監視されている気がして、度々振り向き辺りを見回す。自分の部屋に入っても、さっきまで他の誰かがいたような、机の上の小物の配置が少しずれているような……。そんな気がして落ち着かない。

　部屋へ帰り玄関先で違和を感じるたびに、慌てて引き出しの奥にしまい込んだ腕時計が盗まれていないことを確認し安堵する。この部屋の中で一番大事なものが相変わらず詠一からもらった腕時計なことに、自分で自分を哂わらうしかない。

　自分こそが追っかけや隠し撮りをしていたというのに被害妄想甚だしい、自分の性根の悪さに嘆息する。

　木曜の午後、珍しく会社の同僚が飲み会の誘いをかけてきた。

「明日、担当販売店の女子の要請で合コンやるんだけどさ、参加するはずの先輩が彼女にばれて行けないっていきなり言い出してよ、どうしても男がひとり足りないんだ。急で悪いんだけど、卯木、来てくれないか？　頼む！」

　人見知り気味で酒にも弱い献は会社内の飲み会でさえ、あまり参加しない。もちろん、知らない相手が大半の合コンは避けていたと言ってもいい。

　手を合わせる同僚に押されながら、献はちらりと詠一の顔を思い出した。彼の横顔が浮かんでしまったことに、献は自嘲するしかない。勝手に片想いして追っかけをやっていただけの自分が、浮気みたいだと思うなんてどうかしている、勘違いが過ぎる自分に笑うしかない。

「明日は予定ないし、大丈夫だよ」

「卯木～ありがとぉ～！」

　献が笑顔で快諾すると、同僚は大げさな程喜んで、その場で相手方幹事に連絡を取っていた。

「今回の合コン、かなりかわいい子来るってよ。卯木、付き合ってる子いないって言ってたじゃん、狙ってみればいけるかもよ？」

　軽い調子で彼女作りを提案され、献も軽く返事をする。

「そうだな、俺と付き合ってくれそうな、そういう人がいたらいいな」

　誰か別の人を好きになれば、きっと忘れられる。後ろ向きな期待を口にし、献はスケジュールに合コンの場所と時間を記した。










四　決別











　その夜も、献は詠一の夢を見た。

　詠一は献のスケジュール帳を覗き込み、歪んだ笑みを浮かべている。

　夢の中で詠一に会えたことを単純に喜び、夢にまで彼を求め登場させる自分の身勝手さと諦めの悪さを苦く思う。献の夢に現れることは詠一にとって面白くないことだろう。その証拠に、彼からは不穏な空気が漂っていた。

「なぁ、献。お前、合コンに行くのかよ？　こういうの、浮気じゃねぇの？」

　ひとりごとのように呟く詠一に献は何と言ったらいいのかわからず、黙ったままでいると、詠一はスケジュール帳を荒く閉じた。

「オレさぁ、浮気とか許せねぇ性質だからよぉ、こういうのけっこうダメなんだよなぁ～」

　笑っているのに怒っている。そんな詠一が怖くて献が俯くと、詠一は献の頭を優しく撫でる。

「献はいい子だから、何をしたらいけないのかぐらいはわかってるよな？」

　献を撫でる手は強く献の頭を押し、頷く形となった。それを見ると、詠一は満足そうに微笑み、献の髪に指を差し込みゆっくりと梳き始めた。

　詠一の指の感触が気持ちよくて、献はうっとりと目を閉じる。フワフワとした感覚が献の躰に拡がり、指先までも溶けていく。

　あぁ、このまま夢が醒めなければ……。献の意識は深く潜り、次の夢へと泡のように拡散していった。

　翌朝、金曜の朝の日課としてゴミ出しをする。すでにこんもりと積まれているゴミ袋の山の中に、また猫のマークが見えた。献はデリが入っていたパッケージを見つめ、ぼんやりと詠一のことを思い浮かべた。

　昨晩、詠一の夢を見た。詠一に浮気を疑われ詰められる。妄想だけで構成された幸せな夢だった。

「……俺って本当にバカだな」

　後ろ髪を引かれながら、献は猫のマークから目を逸らして会社へと急いだ。




　金曜の夜、仕事が終わると同僚たちに連れられ合コンの会場となる居酒屋へと向かう。先についていた女性陣たちには入店するように伝えてあったらしく、すぐに席へと通された。

　献を含めた男性四人、献を誘った同僚が受け持つ担当販売店の女性が四人。用意されていた席は女性が好みそうなオシャレな和風インテリアの半個室で、先に席についていた女性側の幹事らしきセミロングの女性は、同僚の顔を見ると笑顔でひらひらと手を振った。

「ごめんね。夕方になってもけっこう暑いでしょ、あんまり汗かくとせっかく気合入れて化粧してきたのに崩れちゃうから、先に店に入らせてもらったわ」

「皆さん、お綺麗だから大丈夫ですよ」

　同僚の返しに、セミロングの女性は鼻で笑う。

「も～、軽いな～。口がうまい人は信用できないな～」

　女性たちがクスクス笑っていると、店員がドリンクのオーダーを取りにくる。献たちはひとまず席に着き、注文を済ませてから改めて自己紹介となった。

　簡単な自己紹介を済ませ、各自の手元に飲み物が行き渡り乾杯を済ませる。一杯目のグラスが空く頃にはそれぞれに親しく話し込むようになっていた。

　女性側の四人は全員が店舗販売員で、初対面の人間とはなかなか打ち解けられない献との会話もスムーズだった。

　中でも女性側の幹事だったセミロングの横山よこやまは、献の人見知りなところを好意的に受け止めたらしく、積極的に話題を振ってくれる。献が会話を途切れさせても嫌な顔をせず、返事をしやすい形でボールをもう一度返してくれた。

　合コンのような場が苦手な献にとって、コミュニケーション能力の高い横山がずっとかまってくれることはありがたかったが、彼女をひとり占めするのも申し訳ない。清潔感と女性らしい色香が漂う快活な彼女はきっともてるのだろう。そんな彼女の出会いの機会を奪うことに少なからず罪悪感を覚えた。

「あの横山さんは、俺としゃべってて、つまんなくないですか？」

　おどおどと献が尋ねると、横山はキョトンとした顔をする。次第に困ったなという表情になり、横山は苦笑しながら答えた。

「ごめんなさい。ちょっと私、しつこかったですね……」

　思いもよらぬ言葉に、献は手と頭を横に振り慌てて訂正する。

「あの、そういうんじゃなくて！　――俺、コミュ障だし、陰気だって言われるし、でも横山さんとは話しやすいから、調子に乗って横山さんに頼りきりで話してて……でも横山さん綺麗だし優しいから、他の人も横山さんと話したいと思うし、あの、俺のせいで横山さん、今日の合コンつまんないんじゃないかなって……思って……そしたら、申し訳ないなって」

　しどろもどろな説明に恥ずかしくなり、献は彼女の顔を見ていられず俯く。すると横山はプッと噴き出し、楽しそうに笑った。

「そういうところ、キュンとするから」

　その瞬間、明るくさっぱりした空気感と少し気怠い笑顔にドキリとする。彼女はどことなく詠一と雰囲気が似ている。

「……え？」

　わけがわからず献が瞬きすると、献たちの会話に聞き耳を立てていたのか横山の友人たちが笑いだす。

「卯木さん、逆、逆。卯木さんが横さんに独占されて、うちらとしゃべれないようにブロックされてるだけだから」

「つうか、卯木さんって横さんのドストライクだもんね。控えめで優しそうな、髪サラサラのいかにも純粋って感じの」

「も～ホント、卯木さんの顔から性格まで横さんに刺さりまくりだよね～、横さんの好み盛り過ぎじゃん」

　友人たちの囃子たてに横山は顔を真っ赤にする。

「ちょっとやめてよ！　もう、引かれちゃうじゃん！」

　女子たちの盛り上がりを見て、献の同僚たちも盛り上がる。

「卯木～、もう付き合っちゃえ～」

「とりあえず、連絡先交換してもらえよ。まずはそこから」

「おいおい、何で名刺入れ出してるんだよ、名刺はさっき渡しただろ。ちゃんとプライベートの方だからな？　横山さん、コイツこんなんだけど、悪いやつじゃないんで……」

　献も頬を赤くしスマホを出すと、横山に確認した。

「あ、あの……連絡先、交換してもらっていいですか？」

　勇気を出して申し出ると、彼女は慌てた様子でカバンからスマホを取り出した。

「こ、こちらこそ……！」

　彼女の嬉しそうな微笑みを見て、献は胸にジクリとした痛みを感じた。

　長かった片想いを捨てるため、追っかけまでしてしまう自分の異常な思い込みをなくすため。そんなことのために彼女を利用しているだけなのかもしれない。彼女へ感じるこの好意は、打算と妥協でしかないのでは？

　後ろめたさに蓋をし、献は胸の痛みから目を逸らす。これでいい、この選択は自分をまともな世界へ戻す選択なのだ。献は自分に言い聞かせ、横山と連絡先を交換した。

　それからも横山との会話は彼女の努力もあり盛り上がり、好きなミステリー作家が同じという共通の話題もあり、献も自然と口を開けるようになった。先月出たばかりの新刊のトリックについて語り合うのも楽しく、献は横山への好意を少しずつ膨らませていく。

　いつもは美味しさのわからない酒も、会話が弾むとともに杯を重ね、献は頬を染めニコニコと横山の話に相槌を打っていた。

　テーブルチャージの時間もあと少しとなり、献たちは盛り上がりもそのまま二次会にという流れとなった。

　献と横山も二次会に参加しようとしたが同僚や友人たちに笑いながら拒否され、ふたりはバーで飲み直すことを命じられる。

「え！　俺、あんまり酒飲めないから、バーに行けって言われても、どこにあるのかも知らなくて……徒歩圏内で一番評価高い店でいいですか？」

　思ってもいなかった展開に献は焦り、カッコつけることも忘れてバカ正直に申告をしてグルメサイトの検索を始めた。そんな献の姿を見て、横山は嬉しそうに笑っている。

「お酒苦手ならバーじゃなくてカフェにしましょうよ。この近くでお酒も飲めるカフェあるから、そこにしません？」

　横山の申し出に献は安堵しホッと息をついた。もうこれ以上は飲めそうにない、献は彼女の気遣いと提案に感謝した。










五　不審者











　誰かが見ていることに気付かない、無防備なままの献。

　会計をしていると、献のスマホが鳴り出した。表示も見ずに慌てて通話ボタンを押したが、電波状況が悪いのか店内の喧騒が大きすぎるのか、相手の声が聞こえない。しかし向こうからの声が聞こえなくとも、こちらからの声が聞こえることもある。

「電波良さそうなところに移動してかけ直します。いったん切りますね」

　相手に伝わっているかはわからなかったがそう宣言してから通話を終了させる。横山たちには精算が済んだら先に店を出るよう頼んで、献は荷物を持ち席を外した。

　合コンの会費は払ってある、追加はなさそうだからあれで足りるだろう。今いる居酒屋が入っている商業ビルは繁華街の大通りに面し、金曜の夜ということもあって外は店内よりも騒々しいくらいだ。非常用階段の傍に窓が見えていた。あのあたりなら電波状況もいいはずだ。献は非常用階段を目指し、アルコールでふらつきながらも足早に向かう。

　少しおぼつかない自分の足から、久々に楽しい酒が飲めたことを感じた。同僚たちとも打ち解け、献が思うよりもずっと親しみやすく、今までよりもずっと仲良くなれた気がする。献は彼らに壁を感じていたが、そんなものは最初から無かったのかもしれない。

　それもこれも、今日初めて会った横山が気付かせてくれたことだ。今すぐに恋愛の対象として彼女を好きになるのは難しいかもしれないが、もっと親しくなれば、好きになれる気がする。

「横山さんとカフェ行くの楽しみだな」

　小さく呟く頃、非常階段の付近に到着した。

　人気のない階段は白々とした蛍光灯の光に照らされ、かえって薄暗く感じるほどだ。さっきまでの騒めきが急に遠くなり、濁った静けさで満ちている。

　献はスマホの画面を開き着信履歴を確認すると、先程の着信相手は「セブン広告」となっていた。記憶にはない社名に献は首を傾げる。

「セブン広告……取引先の関連かな？」

　履歴に名前が出るということは、アドレス登録をした相手だ。パッとは思い出せないが、用件を聞けば思い出せるだろう。献は指を滑らせ通話に切り替えた。

　呼び出し音が鳴るとほぼ同時に、献の背後から着信の振動音が聞こえる。誰もいないと思っていたが、誰かいるのか？　何気なく振り向くと、バチバチと破裂するスパーク音と腰に強烈な痛み。

「～～ッゥグ」

　強烈な痛みに声も出せぬまま、身体中の筋肉が痺れ弛緩し、膝から崩れ落ちた。床に倒れ伏し、突然の痛みと混乱に意識が混濁する。

　献の手から落ちたスマホは床を滑り、綺麗な革靴の爪先にコツンと当たった。よかった、誰かいる、助けて。献は視線だけ動かし、革靴の主を見上げた。しかし逆光でよく見えなかった。

　助けてください、そう口を動かしたつもりが、口元まで至る痺れでうまく動かせず、くぐもった唸り声しか出せない。献は芋虫のように身を捩ると、革靴の主が献のスマホを拾い、献が倒れているすぐそばにしゃがみ込む。

「出力強めでも、短く当てるとやっぱダメだな。――もっかいパチッとするけど、我慢だな」

　低く美しい、少しハスキーな声。森林の深い緑とタバコの煙が混じる、不思議ないい香り。

「――あ――ギィッ」

　眩しい火花と炸裂音、先程とは比べ物にならない痛みに悲鳴を上げると意識は切り裂かれ、献の視界はブラックアウトした。

　男は拾ったスマホのメッセージ画面を開くと登録されたばかりの「横山」を探し、手早くメッセージを打った。

『すみません、家族から急に呼び出しがかかり、今から実家に行かなくてはならなくなりました。せっかく誘っていただいたのに、申し訳ないです。ごめんなさい』

　献らしい文面を送信し、電源を切る。献のスマホをスタンガンと一緒にカバンへしまうと、男は足元に転がる献を見下ろした。

「かわいそうになぁ……こんな目に遭っちまって」

　言葉とは裏腹に、憐憫など一切ない、むしろ喜びに溢れた声で呟き、意識のない献を抱きあげる。

　男の美しい革靴は硬質な音を響かせ、非常階段を下りていく。やがてその音も聞こえなくなり、辺りはまた濁った静けさの支配下へと戻った。










六　事実と真実











　真っ暗な中、フワフワと揺れる。揺れていても不安定さはなく、逞しい腕に抱きしめられ、安心して眠くなる。

　森の中、青い杜松の実の香り、タバコの煙。大好きな人が吸っている姿をまねて、同じ銘柄のタバコを試してみたけれど、咽るばかりで少しも良いものではなかった。だが、彼のタバコの匂いは好きだ。

　このまま、大好きな香りの中で、もっと深く眠っていたい。しかし足元を流れる空気が献を冷やし、覚醒を促す。

　目を覚ましたくない。夢の中なら大好きな香りの中にいられるのに。

「……せんぱい」

　届かない人を呼んでみる。長い指が髪を優しく梳いた。この指が、大好きな人の指ならいいのに。

　真っ暗だった世界は少しずつ白み、献を包む優しく都合のいい夢は力を失くし、薄れていった。




　目を開けると高い天井が見えた。

　見覚えのない天井にここはどこだろうと目だけを動かすと、モデルルームのようなインテリアと大きな窓。窓の向こうには、ここが高層階なのだとわかる夜景が広がっていた。間接照明で薄暗い。自分が横たわっている場所はソファーだということもわかった。ジャケットは脱がされ、ソファーの背もたれにかけられている。――わかることを並べても、状況はつかめないままだった。

「……あれ？　なんで？」

　ぼんやりした頭を振り、目を凝らす。こんな夜景が見える場所に縁はない。さっきまで居酒屋にいて、合コンが終わって……。思いつくままの記憶と現在とがまったく繋がらない。

　起き上がろうとすると、腰のあたりに掻き傷を受けたような痛みを感じた。どこかでぶつけたのだろうか？　訳がわからぬまま身を起こすと、ひたひたと素足の足音が近付く。

　足音の方へ顔を向けると、そこに詠一がいた。

「よぉ、起きたか。水でも飲むか？」

　薄闇の中でも輝くような美貌の彼は、手に持ったミネラルウォーターのボトルを献に差し出した。

「せん、ぱい……？」

　ますます意味がわからなくなり、献は固まってしまう。

　合コンの終わりに電話があって、折り返そうと移動して、覚えのない会社名を不審に思い……。そこから先は激しい痛みの印象ばかりで、何も思い出せない。

　今ここに、なぜ献がいるのか。今目の前にいる詠一なら知っているだろう。しかし、なぜここに彼がいる？

　疑問に疑問が重なり、献の混乱は拡がるばかりだ。そんな献の混乱を知ってか知らずか、詠一は献の隣に腰を下ろし、ペットボトルの蓋を捻る。

「ほら、飲めよ。お前、だいぶ飲んだだろ？　お前酒弱いんだから、ちゃんと水飲んでおかないと、また気持ち悪くなるぞ？」

　詠一の優しい声と心遣いに、献は何の疑問もなくペットボトルを受け取る。水はとても冷たく、一口飲むごとに意識がクリアになっていく。

　なぜ、先輩は俺が酒に弱いことを知っているんだろう？　また気持ち悪くなるって、そんなことまで、どうして？　疑問は増える一方だったが、今のところ一番大きな疑問を口にしてみた。

「先輩、俺、どうして……ここは……どこです？」

　ようやくそれだけを問うと、詠一は静かに微笑み、献ににじり寄った。

「ここどこって……オレが住んでるマンションだよ。お前、よく来てたじゃん――エントランスの前まで」

　その言葉を聞いた瞬間、献は反射的に動いた。この場から逃げなくては、それだけしか思い浮かばず、献の躰は跳ねるように立ち駆けだす。

　が、素早く腕を取られ、そのまま床に引き倒され詠一に組み敷かれていた。

「逃がさねぇよ」

　詠一は献の両手を押さえつけ、腰の上で馬乗りになる。完璧な制圧状態に献の抵抗する気持ちは折れていた。

「お前さ、アレはどういうつもりだったんだ？」

　詠一の目は冷え切っていて、何の感情も読めない。温度のない表情の彼に見下ろされ、献は恐怖で呼吸がうまくできないでいた。ハッハッと過呼吸気味の息を繰り返し、逆光になっている詠一を見上げる。

「せ、先輩……何、を……？」

　付け回して、隠し撮りして、待ち伏せして、会話を盗み聞きして。どれがばれたのだろう？　それとも全部ばれたのだろうか？　知らぬうちに付け回されるなんて嫌に決まっている。しかも面倒を見ていた後輩が、自分の監視をしていたなんて、恩を仇で返すような裏切りと同じだ。先輩に嫌われた、どうしよう、どうしたら……。

　後ろ暗いことが多すぎて、何の理由で詠一が腹を立てているのかすら見当がつかない。

　罪が露見したことへの落胆と後悔、それによって嫌悪される恐怖に、献はただただ委縮し、詠一の反応を待つ。献は唇を震わせて涙ぐむ目を見開き、変化を見逃すまいと詠一を見つめていると、彼が口の端をわずかに上げた。

「そういう顔すれば、オレが許すとでも思ってんだろ？」

　詠一は唸るような低い声で呟くと、蒼白になった献の頬を撫でおろし、親指で乾いた唇で往復する。詠一のゾッとするような声音と親指の硬い感触に、献の頬はさらに青くなり、唇の震えも大きくなる。

「あ、あの……本当に、すみません、でした……許して、ください」

　どの事柄が気に障ったのかわからない、当たり前だが悪いのは自分なのだ。献はますます怯え、断罪を待つ罪人のように目を伏せる。すると詠一はくつくつと喉を鳴らし、仄暗い声で笑った。

「あ～ぁ、たまんねぇよ……ぶっ壊したくなる」

　肩を掴む詠一の手指の力が強くなる。肩に加えられるギリギリとした痛みに眉根を寄せた瞬間。詠一は献の唇に噛みついた。

「～～ぅぐッ！」

　歯と歯がぶつかり、鈍い痛みが頭蓋骨を揺さぶる。驚きで固まると、献の顎は力強く掴まれ固定される。詠一は目を開けたたままの献を見据えながら、ムチャクチャに歯を立てて口の周りの皮膚を噛み、唇を咀嚼し味わうように舐めまわす。生きながら肉食獣に捕食されているようで、胃がせりあがるほど怖い。ぐちゃぐちゃと肉を食む音に恐怖し、目を強くつぶった。

　すると詠一は舌打ちし、献の顎の付け根を強く押す。顎関節を押されると、口が勝手に開く。薄く開いた口の中に詠一の舌が滑り込み、ようやくこれがくちづけなのだと理解した。

　夢の中で味わった苦みを舌先に感じ、献の背は慄く。夢の中の、想像だけの香りと味が現実となって献を苛む。この夢が現実ならばと思っていた。しかし今はこの生々しい現実を夢だと拒否してしまいたい。

　混乱する献にかまうことなく、詠一の舌は献を深く抉っていく。逃げる舌を追いまわし、暴力的に制圧し締め上げる。呼吸を奪うように吸い上げ、献の舌を甘噛みし、震える喉奥に己の舌を差し込んで蹂躙する。上顎の裏の凹凸をしつこいほどに嘗め回すと、献の足はガクガクと揺れながら爪先を丸めた。

　深いくちづけがもたらす快楽を、余すことなく暴いて押し付けられる。生命の危機を感じさせる恐怖は、やがて恍惚へと変化していく。捕食される寸前の草食動物のように、献は睫毛を震わせ降伏の姿勢を取った。

　キス、気持ちいい。――快感に気付いてしまうと、もはやそれしか見えなくなる。

　献は逃げ惑っていた舌を、恐る恐る詠一の舌へ絡ませる。意識して舌の側面を擦り合わせ、恭順を示してみせた。薄く目を開けると、詠一は目を細め献を見つめている。怯えながらも彼の目を見返すと、詠一はひどく妖艶に笑いだした。

「……ぅッ、ん、ふ……ぅう、ンフ」

　詠一の舌の動きから荒さが抜けていく。ゆったりと焦らすように蠢き、献の粘膜を妖しく嬲りだす。献の舌に巻き付き、自分の口内へと引きずり込む。舌に歯を立て甘噛みしながら口全体で献の舌をしゃぶり、愛撫する。顎が外れそうなほど大きく口を開かせ、互いの舌を吸い合い、口の粘膜すべてを蹂躙する。

　もっと、気持ちいいことを。――なけなしの理性はまったく役に立たず、状況と恐怖を忘れ去り淫らに崩れていった。

　気持ちいい、気持ちいい。――それしか頭には浮かばず、献は考えることを放棄した。腰を浮かせ、詠一の太腿に押し当て擦り付ける。擦り付けるたびに、躰が蕩け、ドロドロと液体になっていく。

　溢れる唾液を混ぜ合わせ、献がうまく啜れずに咽ると、詠一はようやくくちづけから献を解放した。

　咽ながら肩で息をする献を、詠一は優しい笑顔で見下ろしていた。先程とは別人のような詠一の表情の変化に、献は快楽で溶けた頭でぼんやりと見つめる。

「せ、んぱい……？」

　無意識で呼びかけると、詠一は笑みを深め献の頭を撫でた。

「お前さ、何でオレを付け回してたんだ？」

　忘れかけていた罪状を確認され、心臓が跳ね上がる。

「あ……ぁ、ごめ、ごめんなさい、ごめんなさい、先輩、許して……」

　許してもらえるはずもないのに、うわ言のように謝罪を繰り返す。我ながら愚かなことだと、いまさらの後悔に打ちひしがれる。

　真っ青な顔で謝り続ける献に、詠一は目を細め舌なめずりをする。詠一の唇の合間から覗いた舌の赤さに、献の目は奪われた。

「オレはお前に、謝れって言ってるんじゃねぇよ……何で、付け回してたんだって聞いてるんだよ」

　詠一に理由を尋ねられても、献の舌は緊張と恐怖で引きつりうまく動かない。

　ずっと好きで、傍にいたくて、でも何も言えなくて、ただ姿を見たくて、あなたの存在をたまに見るだけで、それだけでいいと思っていた。でも我慢できなくて、もっと見たくて、決してあなたの視界に入らないように、ずっとあなただけを見ていたくて――

　何をどう伝えようとも、気味の悪い一方的な想いを告白することになる。献は黙ったまま、震えるしかなかった。

　詠一は献の弁解をしばらく待っていたが、しびれを切らしたのか、大きなため息をついた。

「あ～ぁ、しょうがねぇなぁ……」

　詠一はやれやれと肩を竦めると、献の腕を強く掴み立たせた。引きずるようにしてリビングを出て廊下を奥へと進み、一番奥まった部屋の扉を開いた。

　簡素なベッドと、壁際に置かれた大きなデスクに何台も繋いだパソコンとモニター。窓のない薄暗い部屋の寒々しいまでの白い壁は、がらんとした広さを際立たせる。ベッドの正面にある大型ディスプレイが、場違いなほど穏やかな森の風景を映し出していた。

　ここに座れと言わんばかりにベッドに押しやられ、混乱したままの献は素直に従う。

　先程のリビングのインテリアとはあまりに違う、空虚で異質な部屋に献の不安は高まっていく。

　詠一はリモコンを操作し、大型ディスプレイの画面を切り替える。新たに映し出された映像を見て、献は顔をこわばらせた。

『せ、んぱい、触って……さわってぇ』

　だらしなく口を開け涎を垂らし、陰茎を握りながら後孔を弄っている。スピーカーから流れるいやらしい喘ぎ声は間違いなく自分のもの。

　自室のベッドの上で、大股を開いて自慰に耽る自分の姿に献は声が出ず、喉の奥からヒューヒューと掠れた息が漏れた。

「献、お前さ、隠し撮りしたオレの写真見ながらオナニーしまくってるくせに、付け回した理由はだんまりなんて、通用すると思ってるのかよ？」

　薄く笑う詠一の後ろで、自分の恥ずかしい姿が大映しにされている。

　なぜこんな動画を、先輩が持っているんだ？　わけがわからないまま画面を見ると、画面の中の献は後孔に入れた指をグズグズと動かし、切れ切れに詠一を呼んでは悶えていた。

「ち、違うんです、これ、俺は違う……見ないで……先輩、やだ、俺を見ないで！」

　悲鳴混じりに懇願しても、詠一は涼やかに微笑み横目で画面を見ている。

『せんぱい……詠一先輩……好き、すきなんです』

　スピーカーから、掠れた献の声で愛の言葉が繰り返される。ストーキング行動の全部の理由が醜悪な姿と共に開示され、献は絶望で目の前が真っ暗になる。

　消えてしまいたい。――身を丸めて縮こまり、献は嗚咽が漏れそうな口元を押さえ震える。

「なぁ、お前さ、オレが好きでオレのこと付け回してたんだろ？」

　いまさらな確認に、献の心は羞恥で苛まれる。何も言わずじっと口を閉ざしても、画面の中の献は蕩けきった顔で詠一への恋心を吐露しながら快楽を貪っていた。

「ご、めん、な、さ……ゆる、して」

　絞り出すように何度目かの謝罪を口にすると、詠一は深いため息を吐き、献の髪を梳くように指を挿し入れ、そのまま強く髪を掴んで無理矢理上を向かせた。

「だーかーらー、そう言うの聞きたいわけじゃねぇって。――お前はオレが好きで、付け回してたんだよな？　ハイかイイエで答えろ」

　すでに弁解も言い逃れもできないほど追い詰められていたが、どうしてもこの汚らしい想いを本人に告げることはしたくなかった。

　しかし薄い微笑みを浮かべたままの詠一からは、献の事情など考慮しない、そんな圧が感じられ、これ以上口を閉ざすこともできない。脅迫じみた質問に、献は消え入りそうな声で「はい」と答えた。

　すると詠一の笑みは仄暗いものへと変わる。

「じゃあ、なんでオレへの付きまといやめたんだ？　オレのことが好きで、オレに抱かれたくて、必死にオレに付きまとってたんだろ？　そう簡単に付け回すのやめたらダメだろ」

「……え？」

　詠一の言葉が理解できず、献は髪を掴まれたまま彼を見つめる。キョトンとした顔で詠一を見つめ、献は彼の言葉の意味を理解しようとしたが、どう解釈したらいいのかさえわからない。

　追っかけをやめてはいけない。想定外の詠一の言葉に、献の頭は真っ白になる。

　反応の薄い表情の献に詠一はなおも続ける。

「オレに付きまとうのやめて、合コンに行って、つまんねぇ女に媚び売るまでして女作ろうとするなんてよ……」

　詠一の顔は笑っていたが、献の髪を掴む手指の力は強くなっていく。

「お前、オレの名前呼びながらケツ弄ってイキまくってるくせに、そんな体で女抱けるとか思ってるのか？」

　ギラギラと光る詠一の目が怖くて、思わず目を反らす。詠一は献の態度に腹を立てたのか、さらに髪を引き上にあげさせ、献の顔へ自分の顔を近付けた。

「なんか言うことは、ねぇのかよ」

　笑みを消し、低い声で凄む。不安と恐怖と絶望が、詠一の理解不能な言葉でかき混ぜられる。

　張りつめていた献の感情の糸はプツリと切れ、その瞬間、耐えていた涙が一気にあふれ出した。

「先輩のこと好きで、片想いだけでいいって思ってた。でもそんなの嘘で、本当は好きになってほしいし、抱いてほしいし一緒にいたいって……俺じゃ無理だってわかってた……叶わないって。――でも、見てるだけくらいなら！」

　献は泣き叫びながら、詠一の手から逃れようと暴れる。

「先輩が女の人に言ってたじゃないですか！　ストーキングする奴を野放しにするなって、好きだからって付け回しちゃダメだって……。見ることも許されなくて、それなのに願い続けるの辛いから、逃げただけなのに。先輩の他に好きになれる人、欲しかっただけなのに。――追っかけを止めるななんて、なんで？　ひどい……」

　何一つ手に入らない、叶うこともない。そんな願いを抱き続けることに疲れ果てただけ。だから願いそのものを捨てて楽になりたい。それがいけないことなのか。

「もう何もかも嫌なんです……辛くて惨めで、耐えられない！」

　胸を引き裂くような告解を聞くと、詠一は満足したのか嬉しそうに笑う。

「そうだよな、献はオレが好きで、オレの追っかけしてるんだもんな。……だったら、なおさらダメだろ、勝手に付け回すの止めるなんて。それはオレに対する裏切りだろ？」

　笑いながら詠一は献の頬に舌を這わせ、涙を舐めとる。ねっとりと熱い感触に献が肩を竦めると、詠一はようやく髪から手を離し宥めるように献の首筋を撫でた。

　詠一の手はことさら優しく献を撫でる。その手の温かさに、献は場違いな情動に流されていく。

「何で、ですか？　なんで、なの？」

　詠一がわからない。呆然と目を見開き、詠一の温度が浸透していくまま、献は混乱に浅い呼吸を繰り返す。

「オレはあの女にも言っただろ？　嫌がってる相手を付け回すなんておかしいって。嫌いな相手には、な。――でもよ、好きな相手なら話は違うだろ？　好きな相手が自分のこと想い焦がれて付け回してくれてたのに、それをいきなり止められたらどう思う？　そりゃ悲しいよなぁ？」

　子供にでも言い聞かせるように詠一はゆっくり語りかける。口調は優しいのに、目だけは異様な光を発し、反論を許さない圧がある。

「献、お前、オレを悲しませたんだから、怒られるのは仕方ないだろ？」

「せんぱい……？」

　それって、どう言う意味？　そう問いかけようとした献の唇を、詠一の唇が塞ぐ。薄く開いた下唇を軽く噛み、舌先でなぞられると、献の背は快感に震えた。

「献はオレのことメチャクチャ好きだもんな、見てるだけじゃ物足りなくなるよな、わかるぜ……たまにはご褒美欲しくなるもんな」

　詠一の言葉の解釈を確認できないまま、献は快楽に流されていく。唇を噛まれるたび背筋が甘く騒めき、何も考えられなくなる。

　もっと撫でて、キスして、俺をかわいがって。――恐怖と混乱と愉悦でバーストした思考は、即物的な欲求を受け入れてしまう。彼に触れられている、その一点だけを見れば、これほど幸せな状況は無いのだから。

　捕食者に牙を立てられた草食動物は快楽を感じるのだという。

　逃げ切れなかった草食動物が足を折られ捕食者に牙をあてられた時点で、助かる見込みはない。生きながら食い殺される強烈な痛みと恐怖を和らげるために、大量の脳内麻薬が分泌され法悦の中で死を迎える。

　献は鹿のように濡れた目で、詠一を見つめる。笑う彼の口には白く尖った犬歯が見えた。

「献、オレを裏切らないと誓え。――そしたら抱いてやるよ」

　心臓に鋭く犬歯がめり込んでいく。献はその快楽の餌食となる。

「二度と裏切ったりしません。……だからお願い、抱いてください」

　立ち上がれぬほど足を折られた鹿は力を抜き、狼にその身を差し出した。










七　制裁











「立って、服を脱げ」

　短い命令に従順に頷くと、ベッドに腰掛ける詠一の前に立ち、献は自らネクタイのノットに指をかける。甲高い衣擦れの音と共にネクタイを引き抜く。息苦しさから解放されるはずが、余計に息苦しさを覚え、献は浅い呼吸を短く繰り返しながら、ワイシャツのボタンを上から順に外す。シャツの合間から入り込む冷たい空気に肌を粟立たせ、パサリとシャツを足元に落として素肌を晒した。

　詠一の視線が、献の肌に突き刺さる。怖い――震える指先を胸の中で叱咤しながらベルトを外しスラックスを脱ぎ落すと、下着一枚だけの無防備な姿となった。

　急に恥ずかしさが込み上げ、献は視線を彷徨わせる。命令とはいえ大好きな人の前でストリップじみた行為をしている自分を俯瞰し、その猥らさに頬を染める。

　動きを止めた献に、詠一は口を歪め意地悪に笑う。

「献、休憩するにはまだ早いぞ？」

　暗に全部脱ぐよう促され、献は強く目を閉じて下着を脱ぎ捨てた。外気に晒された股間はわずかに芯を持ち、怯えながらも期待で熱を持つ。

　献が羞恥に震えているとベッドに腰掛けていた詠一もシャツを脱ぎ、上半身をあらわにする。かっちりとした筋肉に覆われた見事な逆三角形には無駄なものは何一つなく、高校の時に盗み見していた時よりもさらに野性味に溢れた雄の躰に仕上がっている。

　男らしくも美しく整った詠一と比べると自分の何もかもが醜い気がして、恥ずかしさに足がすくむ。献が助けを求めるようと詠一の顔を見れば、彼は献に向かって腕を伸ばした。

「いい子だな……おいで、献」

　甘く低い声で名を呼ばれると、何も考えられなくなる。献はふらふらと詠一に歩み寄り、その腕に巻き取られ腰を引き寄せられた。

「せんぱい、俺……どうしたら……」

　詠一に奉仕したいが、その術を知らない。献が不安に瞳を揺らすと、詠一は献の背を撫で、向かい合う形で自分の膝の上に献を座らせる。重ねるだけのキスを繰り返し、詠一は優しく囁いた。

「献は何も心配するなよ。そんな余裕なくなるくらい、オレがめちゃくちゃに壊してやるから」

　大腿に跨る献にくちづけながら、詠一の手はゆっくりと献の肌をまさぐる。やわやわと強弱をつけ、詠一の手は首筋を下り鎖骨を掠めて、胸元に達する。自分でも胸元を嬲ることはあるが、それほど快感は拾えず、乳首を乱暴に痛めつけるとようやく痛み混じりの刺激が味わえる程度だ。しかし詠一に触れられると、肌は恐ろしく鋭敏になり、今まで拾えなかった小さな快感までを拾い集める。

「～～んッ……ん」

　耐えようにも漏れてしまう声に、献は眉根を寄せる。自分でも嫌悪する汚い声だ、彼を不快にさせてはいけない。献は自分の口を手で塞ぎ、声が出るのを防ぐ。

　ふぅふぅと鼻だけを鳴らす献の姿に、詠一は目を細め、口を塞ぐ献の手にくちづけた。関節を甘噛みし、指の股を舌先でくすぐり、手の甲に吸い付き妖しい舌遣いで舐めそやす。ディープキスを模した愛撫に口を塞ぐ手の力が緩むと、詠一は献の手を柔らかに引き剥がす。喘ぎを塞いでいた手のひらをぺろりと舐め、指の腹に歯を立てる。

「献、声を聴かせろよ。気持ちいいところはイイって報告しろ」

　詠一の命令に、献は奥歯を噛みしめ頭を横に振る。すでに裸というみっともない姿を晒しているのに、これ以上惨めな様を憧れの人に見せたくない。

　頑なに己の声を消そうとする献に、詠一は獣じみた音で喉を鳴らし牙を剥き舌なめずりをする。

「献～、そうやってオレを煽るのダメだぞ～」

　揶揄うような口調で献を諫めると、詠一は献の後頭部を掴み喉を反らさせる。

「初めてくらいは優しく抱いてやりたいけどよ、あんまりオレも我慢できる性質じゃねぇからなぁ」

　詠一は大きく口を開け、献の白い喉にかぶりつく。

「……ぅ、くぅああああッ！」

　激しい痛みに思わず悲鳴を上げる。反射的に躰を暴れさせた献を片手で強く抱きしめ、詠一はさらに犬歯を皮膚にめり込ませる。

「～～ギッ、ぁぁああああッ……ンぅッ！」

　あまりの痛さに手足の先がヒクヒクと跳ねた。皮膚が裂けわずかに血が滲むと、詠一は舌を差し出し丁寧に傷口を舐めた。

「なぁ、献、どうやって抱かれたい？」

　詠一の質問に、屈服した献は素直に懇願した。

「せんぱい、いいところ、ちゃんと言います、だから……やさしく、だいて……」

　慈悲と恐怖を交互に与えられ、献は根元から折られ粉々に砕かれる。すでに献の正常な判断など奪われていたが、羞恥や矜持までも磨り潰され、献は詠一に隷属するより他なかった。

　再び始まった愛撫に献は素直に啼き声を上げる。指先をひとつずつ丁寧にしゃぶられ、手首の内側を舐め、静脈の青い筋をくちづけながら腕をさかのぼる。上腕の柔らかい皮膚に吸い付き、チリリとした痛みに喉を鳴らし眉を寄せると赤い花びらのような痕が散らされる。

「う、ぅ、ハ……ッ、あ、ぅう」

　細波のような快感は、強烈さはないが持続性が高い。後を引く快楽はどんどんと層を重ね、消化できなかった快感が身体中に延焼していく。首筋に付けられた傷痕は痛みが熱を持ち、疼いて堪らない。この疼きをどうにかしたくて、喘ぎながら詠一の頬に首を擦り付ける。

「献はかわいいなぁ……だから、煽るなって言ってるだろ？」

　まだ血の滲むに喉にくちづけて、吸い上げる。刺すような痛みはすぐに別のものに変換される。献が悶え息を吐くと、詠一は献を乗せた太腿を上にあげ献を膝立ちにさせる。

　詠一は献の背中と腰に腕を絡め固定しながら、献の胸の頂をひと舐めした。

「あぅっ！　……ぁ、んっ」

　瞬間的に甘えた声が出た。詠一の唾液で輝く乳首は、すでに赤く充血してピンと勃起している。

「乳首、ビンビンになってるじゃん。……献、ココは気持ちいいのか？」

　はしたない反応を見せる乳首に、詠一は甘く歯を立て唇で吸い上げながら扱く。ジュッジュッと音を立て吸われると、乳首の先だけでなく、股間にまで衝撃が連動する。

「ああああ！　ゃ、それ、いい、ちくび、いィィ」

　献はたまらずに嬌声を上げ、詠一に縋り付く。芯を持ち、緩く勃っていた股間を詠一の腹に押し付けた。すると詠一は太腿を上げ、トントンと尻の合間に刺激を送り、献の動きの手伝いをする。

「いい、いい！　アッ、ぁあああっ！」

　カクカクと腰を振りながら、彼の太腿には陰嚢と蟻の門渡りを擦り付け、自慰じみた動きで慰める。その間も乳首は強く吸われ、もう片方の右の乳首は詠一の指で弄ばれている。

　カリカリと爪で引っ掻き、指先で扱いて勃起させたかと思うと、指の腹で潰し皮膚の中にめり込ませる。

　濡れた口内の熱い感触も、器用で意地悪な指先も、どちらも気持ちいい。

「ぁっ、ぅ、ちくび両方とも、気持ちいい、です……せんぱいに触られるところ、ぜんぶきもちいい……」

　蕩けた声でバカ正直に快感を報告すると、詠一は口の端を上げる。

「いい子だな、献……もっといい子になれるよう、頑張ろうな」

　優しく語りかけ、乳首をかわいがっていた指と口を離す。

「ぁん……ぁ、う」

　言葉とは裏腹に、終わってしまった愛撫に献が不満げに鼻を鳴らすと、詠一はにやりと笑い献の耳に唇を寄せた。

「そう、拗ねるなって……もっと善くしてやるからよ」

　詠一はおもむろに献の臀部を両手で撫でまわす。

「んぅ……ぁ、ッ」

　するすると表面を撫でていた手は次第に力強く尻肉を揉み解す。ぐねぐねと捏ねられ、薄い尻の肉は粘土のように形を変え、快感と不快が行き来する妙な感覚に献は戸惑う。

　ぐにゅりぐにゅりと尻肉を捏ねられるたびに、後孔の縁を引っ張り拡げられる。尻孔は形を変え、横へ縦へと引き延ばされる。

「……ぅ、ん、んふっ」

　むず痒く微妙な感触に身を捩る。最初は尻の肉にめり込んでいた詠一の親指は、少しずつ中心に移動し、やがては後孔の縁に指の腹を置き臀部を捏ねていた。

　後孔は形を変える時にクチクチと小さな音がする。わずかに入り込む冷たい空気に粘膜が触れると、献の腰はヒクンと揺れる。

　断続的だった腰の揺れは数を増やし、そのうち間断のないものへとなる。粘膜の擦れる湿った音は途切れることなく、その頃には献ははっきりとした快感に身を捩り善がっていた。

　この先にある快感を知る躰は、慎みを知らない。この後への期待にカウパーは溢れ、詠一の肌を汚す。頭では詠一への無礼を恐れているのに、献の躰は止まらない。

　献は喘ぎながら腰を引き詠一を汚す自分の下肢を彼から遠ざけようとしたが、それは詠一の親指を粘膜の内側に誘う体勢になる。献は結果を想定せず短絡に腰を引くと、つぷりと親指がめり込んだ。

「ぅんッ！　ぉ、ぉ、あ……ぅ」

　わずかとはいえ、太い親指がアナルに突き刺さる。乾いた皮膚が無理にねじ込まれ、粘膜が引き攣れる。じくじくする痛みに眉を歪めると、詠一は楽しそうに笑った。

「そう言えば、お前ってケツ弄る時にローション使わないけどさ、あれは痛い方が好きだからなのか？」

「そ……ぅ、そんな、ちがい、ます」

「そうなのか？　オレはてっきり、痛くしないとイケないのかと思ってたぜ？」

　苦痛に顔を歪め否定する献に、詠一は苦笑するもその手は止めない。グチグチと親指を動かすたび、傷口を触るような疼痛に献が奥歯を噛みしめ唸り声を漏らすと、詠一は名残惜しそうに親指を引き抜いた。

「すまんすまん、献の苦しそうな顔、そそるからよぉ」

　然程悪いとも思っていない様子の詠一は、口先だけで謝罪すると、手を伸ばしベッドサイドに置いてあったローションのボトルを引き寄せた。

　詠一はボトルを傾け、献の尾てい骨の上からローションを垂らしていく。

「～～ヒィッ」

　突然の冷たさに小さく悲鳴を漏らす。詠一は宥めるように献の頬へくちづけし、しかし逃げぬように腰を強く掴んだ。尻の合間に垂らされたローションを後孔に塗りつけながら指にも滑りを纏わせ、詠一は怯えた様子の献の目尻をひと舐めした。

「ちゃぁんと、ローションで濡らしてやるからな、安心しろ」

　言い終わるか否か、詠一の指が献の後孔に侵入する。

「んぅッ……ぅ、あ、ぁ……ぅああっ」

　詠一の指は献の指よりもひと回り太いにもかかわらず、自分でする時よりもスムーズに挿入されていく。異物感は否めなかったが、苦も無く詠一の指を呑み込む自分の後孔に、献はひどく恥ずかしく内股を閉じようとした。

「だぁめだろ、ちゃんと開いてなきゃ」

「～～ぅく、ひゃぅッ……」

　グププと侵入する指は、いつの間にか根元まで埋め込まれている。献より長い指は簡単に前立腺のしこりを掠め、いつもは届かない奥まで達した。

「……あ、ぁ、んっああ、ぅく」

　痛みを伴わない圧迫感は、単純に献をかき乱す。

　自分で後ろを弄っても、すぐに善くなるわけではない。いつも中で感じるまで異物感と圧迫感と戦い、ようやく快楽の兆しを掴む。しかし詠一に指を入れられただけで、胎の中は焦れて蠢く。ただ突き挿されただけの指にも献の中は悦びにうねり、吸い付く。

　欲しくて欲しくて堪らない。下腹の薄い肉はフルフルと震え、膝が揺れる。

「エッロい躰してんな……指一本でコレなら、もうオレの突っ込まなくていいんじゃねぇか？」

　中指を埋め込んだまま、詠一は口先で献を嬲り、腹につくほど勃った陰茎の裏筋を爪で引っ掻く。

「ゃ、やだ、ゅびだけ、やぁ、もっとほしぃ」

　必死に快楽を訴え、その先を強請る。素直な献に詠一は陰茎を強く握り、鈴口に爪を立てることで応えた。

「～～ぎ、お、ぉぉぉ、あ、あふ」

　痛みはすぐに快楽へと変わる。後孔はキュッと締まり、襞が騒めき慄く。そのタイミングで詠一は中指をくねらせ、軽く曲げて中の襞を指先で弾く。

　ぐるりと円を描いたと思えば、浅く抽挿し、指先がしこりを引っ掻き、また円を描く。何度も足されるローションと中指の動きに合わせ、後孔の奥から粘った水音が漏れだす。ぐちゅぐちゅと物欲しげな音は献の耳にも届き、献が頬を染めると、詠一はその赤い頬をべろりと舐めた。

「かわいいなぁ献、でも、もうちょっと頑張ろうな」

「……ぅン、ふ……あぁっ」

　甘く啼く献の後ろは緩み、その隙を逃さず薬指が挿し込まれた。

「ぉぉ、お……っう」

　自分ではまだ一本しか入れたことのない、拓けてなかった隘路は大した抵抗もなく二本目の指も受け入れた。二度三度行き来をさせると、献の中は増えた容積にも順応する。次第に暴れ出す指の動きに合わせ、襞が波打つ。

　バラバラと胎の中で指が躍ると、献の背骨もつられて動く。自分では御せない躰の反応に、詠一の首に縋り付き啼き続けた。

　ハフハフと懸命に息を吸う献の耳朶を詠一が舐めしゃぶる。耳の穴に直接送り込まれる水音は胎の中をかき混ぜられる音とリンクし、献は脳までも犯された。

「ぐちゅぐちゅ、やあっ！　あ、ぅう～～、ぁ」

　嫌と言いながらも表情は蕩けきっている。いつの間にか後孔は四本の指にしゃぶりついていた。孔のしわを限界まで引き延ばし、詠一の太い指を舐めそやす。

　後孔は大きく口を開け貪欲に詠一の指を食んでいたが、献自身は過ぎた快楽に溺れもがき、弱々しく詠一に抱きついている。

「献、もうちょっとだからな」

　励ましなのか、残酷な前触れなのか。判断がつかない献は詠一に頬を擦りよせた。すると献の後孔に突き挿っていた四本の指が一気に抜かれる。

　突然の喪失にも献の粘膜は快感を拾い、声もなく仰け反る。ぽっかりと空いた孔からはローションが糸を引き垂れ落ちる。トロリと太腿を伝う粘液の感覚に、献の背中は粟立つ。

「ぁ、ぁ、ぁ、ぁ……」

　幽かに喉を震わせ鳴らしていると、詠一は自分のボトムの前を寛げて下着ごと引き下げる。赤黒く脈打つ凶悪なフォルムのそれは勢いよく飛び出し、鎧のように硬く割れた筋肉質の腹をパチンと打った。

　すでに臨戦態勢の詠一を見て、献は歓喜と同時に恐怖で満たされた。詠一は自分に欲情し、あれほどに勃起している。ゴツゴツと血管の浮かぶ、規格外な凶器でこれから串刺しにされてしまう。怖いのに嬉しくて、詠一の男根から伝わる熱気に献の内臓が待ちきれず蠢く。

「せ、ンッぱい、いっぱいに、シて……」

　詠一の首筋に顔を埋め、くぐもった声で哀願する。詠一の喉仏はごくりと音を立て動き、大きな手が献の後頭部を撫でた。

「お前なぁ……ホント、そういうのダメだぞ？」

　呆れるように詠一はため息をつき、膝に献を乗せた体勢のままベッドへ押し倒した。大きく股を開き、その間に詠一を迎え入れた正常位の形になる。詠一は献の足をさらに割り開き、ローションでベタベタに濡れた尻の合間に男根を挟み込んだ。

　献のアナルから漏れ出たローションを塗まぶすように、ぬちゃぬちゃと擦り付ける。口を開けて待つ孔の縁を笠高い雁首が引っ掛け、先端を時々めり込ませては素気無く通り過ぎ、往復する。

「ぁ、ああ、ぁん、ぃい、あ、ンン、ゃあ」

　クプクプとアナルの表面と蟻の門渡りを擦られ、甘く高められる。詠一の腹が献のパンパンに張った陰嚢と勃起した竿の裏筋を掠めるのも堪らない。

「こうやって、甘やかせて、蕩けさせてやりたいのに、お前がそんなんだから――」

　詠一の雁首は縁を引っ掛けたまま通り過ぎず、伸ばしていく。亀頭の先端はアナルにめり込み、そこで止まってしまう。

「ぁ、んぅ？」

　愛撫が止まったことに献は不思議そうに首を傾げると、詠一はにやりと笑った。

「ぶっ壊して、ドロドロにしちまうだろ？」

　ぐぽんっと巨大な亀頭はひと息に収められ、そのまま奥まで男根で一突きにされる。

「～～ィぐッ」

　突然の暴力に、献の躰は緊迫し痙攣する。ドンと突き当たりにぶつかる衝撃に内臓は耐えられず、献の陰茎から白濁が噴き出した。

「ッ、ぉ、ぉ、ぉ、んぉっ」

　目を白黒させて濁った声で切れ切れに啼く。自分がイッたことも理解できず、ただ大きすぎる衝撃に震えている献に詠一は笑みを深くする。

　ズチュゥゥゥ――行き止まりまで到達した肉鉾はゆっくりと無慈悲に引かれ、散々に指先で嬲られぷっくりと膨らんだ前立腺をひと撫でして通り過ぎていく。

「ングゥっ。ぉ、ぁ、ぁああ、お、ン」

　せっかく切り拓かれた奥道を放置し、粘膜が捲れるほどギリギリまで引き抜く。亀頭の一番大きな径のところでやわやわとアナルを引き延ばしいたぶられた。

　一度に満たされた胎の中、奥底を殴りつけられた痛みと強烈な快感、掠めただけの前立腺、苦しいほどに拡げられたままのアナルは弄ばれている。鮮烈すぎる体験と重ねられる快楽の多さに、献の頭は真っ白になる。

　とにかく今のままじゃ狂ってしまう。献は少しでも狂気から逃れたくて、腰を振って嘆願した。

「ぬぃて、もぉぬいてぇっ、せんぱい、ぉく、おくにきてぇ、ぇ」

　真逆のことを同時に頼んでいるが、献にはその違いはなかった。抜いてアナルを休ませてほしい、奥に入れて中途半端に拓いた胎の中を何とかしてほしい。

　髪を振り乱しおねだりする献に、詠一は蕩けそうな笑みでキスをする。

「～ッ、堪んねぇな」

　軽いキスを繰り返しながら、詠一は献の腰を掴む手に力を籠めた。ズッと腰を進め、きつく食いつくアナルの輪をくぐり半ばまで押し入れる。

「お、お、お……ぁ、あ、ゥン」

　アナルの引き攣れる痛みもようやく治まりひと息つくのもつかの間、半ばで止まっている詠一の矛先は、はしたなく膨らんだしこりに彫深い亀頭の笠で引っ掛かっている。献がわずかに腰を震わせたそれだけで、前立腺は大きな亀頭に潰され、尖った返し爪で扱かれる。

「ひゅあぁぁんッ！　ンッンッ、ぃ、あぁ、あ、ああッ」

　圧迫感と痺れる快感。背骨を熔かし脳髄を煮詰める甘いばかりの愉悦に、献は自ら腰を振り淫していく。

　一度暴発した献の茎もフルフルと頭を振り、涎を垂らすようにカウパーを零して悦んでいる。献の猥らで愛らしい様に詠一は息を乱し、乾く唇を舌先で舐めた。

「献、これ、気持ちいいか？」

　詠一が尋ねると、献はだらしなく開けた唇から赤い舌を見せ頷く。

「ぅん、イイ、ィイ、です、コレ、きもちイイ、イイぃ」

　快楽の息を吐き喘ぐのに忙しく、献の口は閉じることができず溢れる涎を口の端から垂らす。イイ、イイと繰り返しながら悶える献に、詠一は囁く。

「なぁ、自分で乳首とちんぽ扱けば、もっと善くなるぜ？」

　詠一の教えに、献は何の疑問も持たず実行する。右手で乳首を摘み、左手で緩く陰茎を掴み、同時に扱きだす。

「ヒャッ！　ぁ、あ、しゅご、しゅごイィ」

　甘いばかりだった快感にスパイスが振りかけられる。乳首を捻るピリリとした痛みと、射精感を促す直線的な快感が、さらに前立腺を蕩けさせる。

　甘イキを繰り返しながら、白い腹をくねらせ蛇のように身を捩る。自らの手で自分を追い込む献の姿に、胎の中の詠一の鉾が硬さと大きさを増した。

「ったく、これでさっきまで処女って……詐欺だよな」

　緩やかだった前立腺を衝くスピードをわずかに速め、詠一自身も自分を追い込む。献の胎の中はたっぷり肉厚の襞で覆われ、隘路は淑やかに拒みながらも受け入れてしまうと大胆に抱きつく。

「ぉ、ぁあんッ、ん、んぅ……ィ、きもち、ぃい」

　自らの手で性感帯を弄るたび、献は意識もせずに媚肉で詠一の男根を包み、襞を擦り付けながらしゃぶっていやらしく蠢動する。女ならば名器と呼ばれるだろう胎に、詠一は唸りを漏らした。

「ハッ……もっとヤラシイ躰に躾けてやるからな」

　仄暗い声で呟くも、セックスに夢中になっている献の耳には届かない。詠一は大きく口を開け、寂しく勃起し震えている乳首に齧りつき、吸い上げると同時に腰を押し付け、行き止まりまで挿し貫いた。

「～～～～ッ！」

　後頭部をぶちのめされるようなインパクトに、献の足が跳ねる。空に浮いた爪先はくるりと丸まり、ヒクヒクと何度か痙攣してから、だらりとシーツに落ちる。遅れて献の陰茎がふるりと揺れ、射精感のないまま薄い精子が漏れ出た。急激に収縮し弛緩した躰は、神経ばかりが騒々しく駆け回り、未知の感覚に頭が真っ白になる。

「お、おぁ……ォグ……ぅ」

　初めての感覚に驚き混乱する。自分の躰に起こったことがなんであるのかわからないほど、重く頂点を極めさせられ、献は恐怖で涙をこぼした。射精とはまったく違う感覚は快感とも思えず、しかし腰を掴む詠一の手の圧にすら快感を見出してしまう。

「ゃ、な……？　ぉ、ぁ……」

　放心状態の献に詠一はなおも腰を叩きつける。コツコツと行き止まりを叩かれるたびに痛みと前立腺よりも深い快感が腰骨を痺れさせた。一突きごとに脳髄が焼かれ、白むほどにイッてしまう。

「イッたィッたぁ！　イッてるのぉ、もぉ無理ィイ、ィギッ」

　献が泣きわめいても詠一は止まらない。粘膜が破れてしまいそうなほど突き上げられ、献は息も吸えずもがく。

　弛緩と収縮を繰り返す奥門は詠一を拒めず、行き止まりだったはずの結腸は弁を開き、より深く彼を受け入れ始めた。

　詠一は細く開いた門を抉じ開けるように切先を捩じりこみ、そこに振動を与え弁を開けさせる。次第に弛んでいく奥の肉輪は詠一の矛先を咥え、控えめにしゃぶり始める。

「ヴ、ぉ……ぉごッ、ぉ、ォ……ホ、オグッ」

　献の腰骨を通じて、胎の奥底がちゅこちゅこと詠一の亀頭を食む音が聞こえる。尻肉に詠一の下生えが押し付けられ、献はようやく詠一のすべてを受け入れられたことを理解した。

　悦楽に打ち震えながら、一突きごとに内膜を隔てて精嚢が潰される。直接内臓を嬲られる感覚は強烈で、項垂れ出すものがなくなったはずの献の陰茎は突かれているうちに射精の絶頂を味わい、白濁の代わりにさらりとした透明な雫をまき散らす。

「ャああああああっあ、あ！　ゃ、やぁっ」

　粗相をしたと思い献が青褪めると、詠一は笑って献の陰茎をつまんで軽く扱く。

「潮まで噴いて、献はエロくていい子だな」

　色っぽく微笑み、詠一は結腸を突きながら萎えた献の陰茎を扱きだす。

「ひゃぅっ、～～ゃあ！」

　後ろと前を同時に責め立てられ、献は耐えきれずまた潮を噴く。ぴしゃぴしゃと生温い液体は献の薄い腹を濡らす。詠一は笑いながら潮を塗り拡げ、腹の肉をグイっと押し込んだ。

「この下、いま、オレのが入ってんだぜ？」

「……ぁ、ン」

　改めて確認されると、献は堪らなく恥ずかしくなる。

「っ、～～ハっ、そんなに絞めるなよ」

　無意識のうちの自分の動きに居たたまれなくなり、献は両手で顔を隠すと、詠一がその手をどけた。

「つうかさ、何でお前、そんなにかわいいの？」

　まじまじと顔を見つめ、詠一は献にくちづける。柔らかく唇を食み、バードキスをしながらゆっくりと突き上げられる。

　強烈な快楽の合間に挟み込まれる柔らかなくちづけの甘さ。献の心と躰は甘い砂糖と共に鍋の中で煮詰められていく。

「かわいい、前からずっと欲しかった、かわいい、献はオレの……誰にも渡さねぇ」

　甘い言葉を口にしながら、詠一の目は獰猛な獣のように険しい。喉笛を掻き切られそうな危うさの中で囁かれる睦言に、献の精神は煮崩れていく。

「ぁ、すき、せんぱい、すき、すきなんです」

　キスの合間に繰り返す囁きに、キスはより甘く深くなる。

　舌を絡めあわせて、唾液を啜り合い、喘ぎを吸い取り、さらに喘がせる。

　結腸の弁は完全に開き詠一を受け入れ、軽く奥を挿すだけで献は甘イキを繰り返す。献の躰はどこまでもドロドロに溶けて出来上がっていた。詠一は肩で息をし献の前髪を指先で梳いた。

「そろそろオレもイキたいけど、いいか？」

　獣じみたギラギラした目と荒い息遣い。詠一の欲望がすべて受け止められる幸福に、献は何度も頷く。

「き……て、ください」

　涙で潤んだ瞳を伏せ目がちにし、両手を伸ばす。捧げられた贄のように震える献に、詠一の笑みは深くなった。

　軽い突き上げから始まったが、すぐに重いものになる。結腸の奥すらも食い破らんばかりに責め立てられると、献は濁った声で喘ぎ、仰け反る。

「ンぐっ、～～～～お、ぉ……あ～、ンァッ、おっ……！」

　献の胎はキュンキュンと詠一を抱きしめ、彼の熱を求めて絞るように蠢く。矛先は精嚢を突き挿しながら、太い幹に浮かぶゴツゴツとした血管は前立腺を削りながら行き来する。

　躰の中も外も、全部気持ちいい。連続する絶頂の終わりが見えず恐怖するほどだ。

　最奥をどちゅりどちゅりと突く詠一の陰茎が、ひと回り膨張してより硬くなる。さらに拓かれた胎の奥は、許容量を超えた容積と硬度に悲鳴を上げる。

「～～～～ッッ！」

「～～ク……ッ」

　精嚢にぶちまけるように、最奥で白濁が爆ぜた。

　胎の中で火花が散って、腰骨を伝い背骨を沿って重い雷が駆け抜ける。瞼の裏が白くなり、心臓が止まりそうだ。脳の中が白く灼け、尾を引く衝撃が身体中の神経を剥き出しにする。

　収縮したままの媚肉は詠一の男根に貼り付き、その形をつぶさに記憶して献の胎に詠一を刻み込んでいく。

　自分の躰の中が完全に作り替えられた。まだ終わらない絶頂感に唸りながらかぶりを振ると、荒い息をしながら詠一は献の頭を犬でも褒めるように撫でた。

「よしよし、上手にメスイキできたな……いい子だぞ」

　高校の時と同じ、献の恋を肯定する詠一の仕草に、献の意識にはひとつの解が刷り込まれていく。

　胎の中だけで雌のようにイクと詠一に褒めてもらえる、メスイキはとても気持ちがいいこと。

　献はそう理解すると、躰の中で起こった変化に改めて意義と名前がついた。

「なか、イイ、イイ、もっと、なかでイきたい、せんぱいにいっぱいつかれてメスイキしたぃ」

　視点の定まらぬ目で詠一に縋り、何度も繰り返す。

「献はホントにいい子だな……」

　詠一の手で壊されドロドロに熔かされた献は、涙と涎で汚れた顔で花開くように笑う。まだピンクの口を開け物欲しそうにヒクつく後孔から、タラリと白濁を零した。




　夜が明けても狂乱は続いた。

　堕ちきった献は絶えず甘い声で啼き、詠一を欲しがる。快楽に流されやすい性質の上、男好きする淫乱な身体はすぐに開花し、孔虐にも結腸責めにもすぐに順応した。

「せんぱい、せんぱい、ほしぃ、ココ、ください」

　詠一の腰の上に跨り、ぽっかりと開いたアナルを詠一の陰茎に擦り付けおねだりする。先程放った白濁がコポリと垂れ落ちると、献は眉を寄せ悶える。

「ゃ、せんぱいの、でちゃう」

　懸命にアナルを絞める献の内股を撫でれば、快感に震えまたアナルが開き白濁が流れ出す。献は自分の指を孔に挿し込んで栓をし、悶えていた。

「献、欲しいなら自分でやらなきゃダメだろ？」

　半勃ちの鉾で股を擦られると、献は嬉しそうに微笑み詠一の股に顔を埋めた。鈴口にキスをし、赤い舌を出して猫のようにぴちゃぴちゃと舐めだす。小さな口では詠一のすべてを呑み込むのが難しく、竿を丁寧に舐めあげ、陰嚢に吸い付きしゃぶりながら鼻先で裏筋を撫でた。

　次第に硬度が増すと献は裏筋を何度か舐め、カウパーが滲み始めた亀頭をパクリと咥える。

「んっ……ん、ふっ、ンぐ」

　小鼻を膨らませ美味そうに亀頭を舐めまわす。雁首を舌で一周し、鈴口を舌先で穿り強く吸う。最初は反応を伺って上目遣いに詠一を見ていたが、口淫に夢中になってきたのか気持ちよさそうに目を閉じ、上顎の裏側を雁首で擦り鼻を鳴らしだす。

　栓の代わりだった二本の指はバラバラと動き、詠一の白濁は指を伝ってほとんど落ちてしまっていた。

「しょうがねぇなぁ……献、来いよ」

　詠一の許しに献はうっとりと笑い、名残惜しそうに陰茎から口を外した。献が擦り寄るようにして腰の上に跨り直すと、詠一は意地悪く笑う。

「ちゃんと自分でできるか？」

「はい、俺ひとりで、できます」

　献のいい返事に詠一は目元を和らげた。詠一の表情が変わると、献は頬を染める。詠一の陰茎を片手で支えて固定すると、自らの指でアナルを拡げて詠一の切先に擦り付けそのまま腰を落としていった。

「ぉ……ォ、ッグ、ン、ンァッ……ぁああ！」

　ぐぷぷとはしたない音を立て、献の後孔は詠一の陰茎を呑み込み、蕩けきった胎に収めていく。軽く揺すりながら長大な鉾を挿しきると、苦しそうに眉を寄せた献は息が整うまでまんじりと動かないでいた。

　悪戯心を起こした詠一が腰を突き上げると、献は甲高く啼き、それだけで甘イキする。

「せんぱい……ぁ、ンフッ……いじわる、しないで」

　恨みがましく詠一を見る目は、快楽に屈し理性を手放した色に満ちていた。

「献が動かねぇと、オレ、いつまでもよくならねぇからよ」

　詠一がトントンと膝を揺らしてわずかな振動を与えながら文句を言うと、献は頬を染め唇を舐めて笑う。

「せんぱい、俺がいっぱい、よくしてあげます」

　献は蜂蜜のように甘くどろりと溶けた笑顔を浮かべ、詠一の上で腰をくねらせ踊りだした。

　ほんの少し前まで詠一に怯え震えていた献が、詠一の上で甘く啼いて善がっている。堕ちた献の愛らしい姿を眺め、詠一は舌なめずりをした。

「あと少し、もう少し」

　首筋に立てた牙は、まだ噛み切っていない。献は何も知らず、腰を振って喘いでいた。










八　これから











　詠一の部屋で名残惜しく指を絡めてキスをし、献は日曜の夜に自分のアパートへ戻ってきた。

　あの後わかったことだが、献が詠一を見かけたのと同時期に、詠一も献を見かけ声をかけられぬまま跡をつけたことがあったそうだ。跡をつけアパートを知ってしまい、付きまといに手を染めた。あまりにも無防備で危うい献の生活が気になり、無施錠だったタイミングを見計らって部屋に忍び込み、監視カメラを仕込んでしまった。詠一にはそう告解され謝罪された。確かに部屋に鍵をせずゴミ出しをしていた時があった。

「オレが言う事じゃないけど気を付けろよ？　空き巣に入るくらいの時間は十分にあったから」

　詠一の忠告に笑ってしまうと、詠一も照れた顔で少し笑った。

「それほどに思っていてくれたなら、なんで声をかけてくれなかったんですか？」

　自分のことを棚に上げ尋ねると、詠一はバツが悪そうに眉を下げる。

「だってよ、高校の時に部活一緒だったそれほど親しくもない上級生のオレを、献が覚えていてくれるとも思えなかったし。何よりお前に好きって言う前にいろいろしちまって……。献がオレのこと好きってわかっても後ろめたくって、完全にタイミング逃しちまったなぁ、って……」

「先輩……俺のこと、好きだったんですか？」

「過去形じゃねぇよ。今この瞬間も、好きだ。独占欲暴走させて、お前のこと襲っちまうくらい、そういう気色悪くて重い、好きってやつだ」

　いつも輝いて堂々としている詠一の意外な一面に、献の胸は苦しくなる。お互いに高校の時から想い合っていた事実が、妙に気恥ずかしくて頬を染めた。

「いろいろあったけどよ、パートナーとして一緒に暮らさないか？」

　頭が真っ白になり、それから様々な色合いの感情が湧きおこる。長かった片想いが成就していた悦び、愛を囁かれる甘い痺れ、激しく想われる快感と、欲しかったものが手に入った愉悦。鮮やかな色合いで胸いっぱいになると、そこに一筋のブルーブラックのインクが垂れ落ちる。




　世間を知らない高校生の時なら、単純に両想いを喜べたかもしれない。しかし、献は大人になって世間を知ってしまったのだ。詠一の好意の理由は過去の献にはあったかもしれないが、今の献にはない。詠一のような輝かしい人物に寄り添うべき何かが、大人になった自分にあると思えなかった。

　悦びで彩られていた胸の中は、ひたひたとブルーブラックが滲み、暗く塗りつぶされていく。すべての色が混じり合い、濁った黒灰色に染まる。

　今の自分には詠一と並び立てるものが何もない。詠一と一緒にいても抱かれるだけ、それしかできることがない。

　詠一の告白が死んでしまうほど嬉しい、だからこそ真摯な表情の詠一の申し出に献は頷くことはできなかった。

「セフレとして……たまに抱いてもらえたら……それがいい、です」

　詠一が思い立った時に、玩具として戯れに抱かれる。それだけで十分な気がした。しかし献の返事に詠一の顔は苦く歪んだ。

「献のこと隠し撮りして、あんなふうに抱いておいてなんだけどよ。オレさ、献の躰も心も全部ひっくるめてほしい。セフレとか、そんな中途半端に手に入れるのじゃ満足できねぇんだよ。――そう言っても、ダメか？」

　泣きたくなるほど嬉しい言葉に喉の奥が絞まり息苦しくなる。

　あなたのものになってしまいたい。心も躰も蕩けさせ、あなただけを想ってあなただけに抱かれて、そうして生きていきたい。アイスクリームのように甘い夢は、同時に冷たく献の心を冷やす。いつか詠一の目が醒めてしまえば、献のつまらなさに気付くだろう。溶けてしまったアイスクリームなんて、誰も見向きもしない。

　献は奥歯を噛みしめて頭を振った。

「……ダメです。先輩のこと好きだから、いつか先輩に飽きられて捨てられてしまう日が怖いんです」

「今のオレに信じてくれって言う資格はないけどよ……いつか、オレのこと信じてほしい。オレはお前が思うよりずっと重い男なんだよ。献を手に入れる事、諦める気はない。そのつもりでいてくれ」

　後ろ向きな理由に固執する献に、詠一は悲しく眉を寄せる。

　でも先輩、先輩が好きなのは高校一年生の陸上を頑張っていた思い出の中の俺なんです。今の俺は、先輩に頑張れって言ってもらった陸上も辞めてしまった、つまんない大人です。先輩と違って、大人になった俺は輝いていません。

　吐きだせなかった本音を呑み込んで、献は詠一にキスを強請る。

「飽きるまででいいから、たまに抱いてください」

　作り笑いの献に詠一は何も言わず、痛いほど強く抱きしめると噛みつくように唇を重ねる強引なキスをした。




　月曜日の朝になると、また灰色の毎日が始まる。

　詠一と連絡先の交換はしたが、気軽に連絡はできずにいた。「おはようございます」とメッセージを送りたくともそれもできないまま、メッセージアプリを閉じる。詠一からのメッセージは毎日届いたが、うまい言葉が探せずいつもそっけない挨拶だけで終わらせてしまう。一度も献からメッセージを送っていない。

　部屋に仕掛けられた監視カメラは詠一の言った通りの場所にあり、外そうと手までかけたが、外したら詠一との繋がりが消えてしまう気がして外せずにいた。そのままなのも複雑で、ごまかす程度にカメラの前に小物を置いて目隠した。

　いまさら詠一の追っかけをする訳にいかず、彼の姿を思い出すだけの一週間が過ぎる。

　先週末は、あんなに抱かれたのに。すっかり閉じてしまった後孔を自分で弄るのも気が引けて、献は晴れない気持ちの夜を過ごしていた。

「たまに抱いてくださいって言ったけど……たまにって、どのくらいなんだろう。期間を決めておけばよかったな」

　ベッドの中でひとり呟き、監視カメラに背を向け目を閉じる。

　こんなことなら、詠一に抱かれなければよかった。狂うほどの悦楽を埋め込まれた躰は、じくじくと献を苛み、追い詰めた。




　仕事に追われ、気付くと詠一に抱かれた夜からひと月が経っていた。

　詠一とは相変わらずメッセージのやり取りをしている。当たり障りのない挨拶の応酬に加え、世間話程度のニュースの話題も交換できるようになった。しかし、会う約束を取り付けることもなく、セフレにしてほしいという願いも叶えられないままでいる。

「俺から抱いてくださいって言わなきゃ、先輩は抱いてくれないのかな」

　溜まっていくフラストレーションと虚しさに、献はぼんやり天井を見た。




　詠一から目を逸らしたくて仕事に没頭しようとする献を嘲笑うように、仕事までも歪んでいく。

　最初の異変は小さなものだった。懇意にしていた取引先担当者とのアポイントメントが取りにくくなった。それまでは、すぐに時間を作ってくれる相手だったが、「予定が詰まっている」とはぐらかされ、間近に迫った契約更新の話をしたくともできない状態が続いた。電話は取り次いでもらえず、要件を入れたメールを何度送っても返信はなく、相手先に直接出向いても「あいにく席を外しております」と門前払い。そうこうしているうちに相手先から契約満了と同時に他社へ乗り換えるため更新はしないと一方的な連絡を受けた。連絡と確認を怠っていたと上司に激しく叱責された。連絡ならずいぶんとしましたが……そんな言い訳が通じる相手ではない。献はおとなしく俯いて、じっと罵声を耐えた。何か相手の不興を買うことをしたのだろうか？　どれだけ考えても思い当たることがなく、逆に困惑が深まるばかりだった。

　同時進行的に、献がかかわった契約にケチが付くようになっていく。

　商品の納入の遅れ、見本品の紛失、仕入れ先業者と意思の疎通が突然悪くなったり融通が利かなったりと、献が直接かかわっていないところでの不具合で、契約の履行が難しくなることが度々起こる。得意先回りに行ってもレスポンスが悪くなり、競合他社の影がちらつく。献以外の原因でも、契約が潰れれば叱責されるのは献だ。

　なぜ事前に対策ができなかった？　詰めが甘いお前が悪いと罵倒され続けると、すべての元凶は自分のような気がしてくる。罪悪感ばかりが重くなり、自分のせいで何もかもが悪くなっていく気がする。

　遂には成績不振を理由に営業から外された。苦手な外回りへ行かなくてよくなったと喜べるはずもなく、何をしても失敗しそうで心が休まない。献が事務専任となった経緯を知る同僚たちからは、腫れものを触るような扱いをされている。

　何か気付かぬうちに面倒ごとを起こしていたのか？　尋ねたくとも誰に尋ねれば本当のことを教えてくれるのか、見当もつかない。

　営業から外されてから三カ月も経つと、針のむしろの上でじわじわと真綿で首を絞められるような状態が耐えられなくなる。仕事に行くことが次第に辛くなり、気付くと退職願を書き、転職サイトに登録をしていた。

　揉めることを予想し覚悟を決めて提出した退職願は、驚くほどあっさり受領され肩透かしをくらう。よく考えれば最近はそれほど重要な仕事をしていない。引き継ぎの必要もないほどの閑職に追いやられていたことを改めて実感し、悲しい気持ちでデスクを片付け、私物を紙袋に詰め込んだ。

　誰に見送られることもなく会社を出ると、献は私物をパンパンに入れた大きな紙袋を持ったまま、ふらりと公園に立ち寄ってみた。芝生の前のベンチにぼんやりと座って茶を飲み、明日からはスーツを着なくていいことに気付き、ため息を吐く。

　どんどん転がり落ちていくなぁ。手のひらに食い込んだ紙袋の重さが会社への未練のように感じて、急に怖くなる。この不安を誰かに聞いてほしくて、スマホを取り出した。無意識のうちに詠一のアドレスを呼び出す自分の指先に、献は苦く笑うしかない。

　本当はすぐにでも会いたいです。この頃会社に行くのが辛いです。相談したいことがあります。仕事を辞めようか悩んでいます。少しでいいから顔が見たい。ねぇ、あなたの声が聴きたい。

　言いたいことならたくさんあったのに、何も詠一へ言い出せないまま、メッセージ画面を埋めたのは挨拶とたわいのないニュースの話題だけ。近況すら伝えていない。

　あんなセックスまでしたのに、気兼ねばかりで何も伝えられないまま、今日まで来たというのに、何をいまさら聞いてもらうと言うのだろう。

　転職先はまだ決まらないが、たぶんこの街を去るだろう。手を伸ばせば詠一がいる、中途半端に彼の存在を感じて暮らすことが辛くなってきた。

　追っかけをしていた頃に戻りたい。破滅的な妄想に自嘲するしかない。

　とりとめもなく浮かぶ後悔を献はもう一口茶を飲んで流し込み、これからのことを考えた。これから、どこへ逃げて何をすれば、詠一のことを忘れられるだろう。

　見るともなしに公園の芝生を眺めていると、後ろから突然声をかけられた。

「よぉ、久しぶり。ずいぶんと大荷物だな」

　ぞんざいな口調と低くハスキーな声に肩を震わせる。声の方へ顔を向ける勇気がなく、献は自分の爪先をじっと見ていた。何も答えない献に、彼はため息を吐くと、献の隣に座る。スッと顔を寄せ、声を潜め囁いた。

「なぁ、今から献を抱きたい。お前、オレのセフレなんだろ？　たまには抱かせろよ」

「先輩……」

　掠れた声でそれしか言えなかった献の腕を取り、詠一はベンチから立ち上がる。答えを聞かぬまま詠一は勝手に紙袋を持つと献の腕を引き、強引に歩き始めた。

　途中で乗ったタクシーの車内も、マンションのエレベーターの中でも、ふたりは何もしゃべらなかった。

　玄関に入り鍵を閉めると、詠一は黙ったまま献を抱き寄せ、激しいくちづけを施した。顎を押さえ無理矢理口を抉じ開け、舌をねじ込み、怯え固まる舌を絡めとり吸い上げ、上顎の裏をザリザリと削るように舐めまわす。

「ぅ、～ッん……ふぅ、ぐゥッ」

　呑み込めなかった唾液が溢れ、首筋を伝い落ちてワイシャツの襟を濡らす。快感に膝が震えて崩れ、立っていられずしゃがみ込むと、詠一が献を肩に担ぎ、以前抱かれた寝室へと運ばれた。

　以前よりも広いベッドに手荒く押し倒された。詠一は献の上に跨り、スーツの上着を脱ぎ棄て、ネクタイのノットを緩めた。

「献がたまに抱かせてくれるって言うから、張り切ってキングサイズのベッド入れて待ってたんだけどよぉ。お前、オレのこと避けるばっかりで、ちっとも抱かせてくれないもんな」

　詠一は冗談めかした口調だったが献を責める色合いが滲んでいる。詠一の苛立ちに怯え震えていると、彼は献の青い顔を静かに見下ろした。

「なぁ、何でそんなに頑ななんだ？　オレに頼るのが嫌か？　……オレがお前を愛すること、迷惑か？」

　献は頭を横に振り、顔を隠した。

「先輩が腕時計渡して励ましてくれたのに。俺、陸上、頑張れませんでした」

　献は絞るようにして声を出し、裏切りの告解を始める。

「二年の秋、練習の途中でアキレス腱断裂起こして……リハビリ頑張ったけど、夏の大会に間に合いませんでした」

　中学からずっと続けていた陸上。憧れの先輩が愛用の時計を贈り励ましてくれた、献の青春のすべてだったものだ。その陸上を断念した瞬間、献は自分自身の存在意義を見失った。挫折と絶望が追い打ちをかけ、献は自分を無価値だと思い込むようになった。

「走れない俺なんて……先輩の期待を裏切った俺なんて……いてもしょうがない」

　献を覆う自己否定と自尊心の低さの原因を知り、詠一は深く息を吐いた。

「献がそう言っても、オレはお前がいいんだよ。――確かに、走ってる献が好きだった。でもな、ケガから復帰しようと一生懸命リハビリ続けて、でも間に合わなくて、それでも自暴自棄にならずちゃんと進学して、就職して、電車でもみくちゃになって、外回りで苦労して、人見知りで、酒に弱くて、今でもオレの腕時計大事にしてる……そういう献も好きなんだよ」

　言い聞かせるようにゆっくりと語られた詠一の告白に、献は睫毛を震わせる。

「俺、もうあの頃みたいに走れないけど、先輩の近くにいて、いいんですか？」

「あぁ、近くと言わず、いつも傍にいてほしい」

　詠一は献の頬を手のひらで包むようにして触れる。彼の声はとても真摯で、彼の手で温められた献の頬も次第に血色を取り戻していく。

　信じてしまってもいいのだろうか？　彼の期待を裏切ったのは自分で、それなのに彼はその裏切りすらも包んでくれる。彼の優しい執着に身を委ねてもいいのだろうか？

　自分自身すら信じきれないでいるのに、他人である詠一を信じてもいいのだろうか？　疑うたびに、詠一の温度が献を励ます。献の心を覆う疑心は、次第に詠一の手の温度に柔らかく解され、弱々しくも叫ぶ本心を献自身に見せつけた。

　好き、愛してる、俺を愛して、一緒にいたい、傍にいて――あなたを信じてしまいたい。

　頬が温まった献は彼の掌に頬を擦り付けた。

「俺、頑なで、めんどくさい性格で、暗くて、面白いこと言えないけど、いいですか？」

「むしろ、そういう所がかわいいと思うけどな」

　詠一はいたずらっぽく笑い、献の柔らかな頬にくちづける。

「オレこそ、好きになった子を追いまわして、襲ってムチャクチャに抱いて、エロい事めいっぱいして、オレなしじゃいられないくらいにしつこくしつこく囲い込むけど、そういう奴に好かれて、献こそ大丈夫なのかよ？」

　美しい顔の下に獣の本性を潜ませる詠一は、軽い口調で献に確かめる。献は色づいた吐息を零すと、腕を詠一の首に絡め引き寄せる。

「もっといっぱい、愛してほしいです」

　赤い舌を差し出し詠一の唇を舐めて、くちづけを強請る。詠一は白い犬歯を見せ笑い、献へくちづけた。

　唇を甘く噛み、吸い、舐める。悪戯めいたキスを交わし合い、互いの服を脱がせる。緊張と期待で震える指はうまくボタンを摘まめず、献ばかりが脱がされていく。

　あっという間に下着姿になった献と、まだワイシャツも脱げていない詠一。

「先輩、ズルイ」

　拗ねる献の下着を脱がし、詠一は自らすべての衣類を脱ぎ捨てた。

　触れ合えなかった時間を埋めるように素肌を擦り合わせ、体温を均一化する。詠一の肌に触れただけで献はトロリと溶けた表情になり、躰全体で甘えだす。

　一度いやらしく躰を躾けられたうえ、禁欲生活が続いていた。献はどこを触れても甘く啼き、ヒクヒクと内腿を震わし愛撫を欲しがる。

「献、最初からこんなに飛ばして大丈夫かよ？」

　詠一の揶揄に献は顔を赤くする。

「だって、あれからずっと……先輩に抱かれることばかり考えてたから……」

　献のかわいらしい言い分に、詠一も笑顔になる。

「じゃあ、たっぷり抱いてやらなきゃな」

　すでに硬く形を持ち始めた陰茎を献の下腹に擦り付けると、献は喉を鳴らして詠一の耳元にくちづけた。

「すぐにでも、ほしいです」

　献の貪欲さを詠一が笑うと、献は眉を寄せ笑っている詠一の唇に甘く噛みついた。

「先輩の、せいだから」

　かわいらしい虚勢に詠一は愛おしく献の頬を撫で、その手を滑り落としていく。首筋を辿り、鎖骨を滑らせ、肩の丸い骨を親指でひとまわし。手を追うように唇と舌を這わせ、時折歯を立てる。

　前回きつく歯を立てた首筋の皮膚はすべらかで、醜い歯型は跡形もなく消えていた。詠一は目を細めて歯を立て、ゆるゆると圧をかけながら噛む。

「～～ッ……ン、ぅん……む、ぅぅ」

　じわじわと痛みを増し、その痛みがじりじりと快楽に変わる。熱い口内と滑る舌で嬲られながら味わう痛みと快楽は血潮と共に動脈を伝いゆっくり拡がり献を内から灼く。赤い歯型を改めて刻み込むまで、献は快楽に灼かれ身悶え続けた。

「献、首齧られただけで上も下もビンビンじゃん」

　赤い乳首は硬く尖り、陰茎は鋭い角度で勃ちあがり、その先端には透明の涙を湛えて一筋二筋が零れていた。

「まだ触ってもいないのにヤラシイなぁ……このまま触らなくてもイケるんじゃないか？」

　詠一の指摘に献はいやいやと頭を振り、詠一の手を取り自分の胸の上に誘導した。詠一の指先に勃起した乳首を擦り付け、献は喘ぎながら強請る。

「ぁ、ぁ、触って、ン、くれなきゃ、ぃやです……たくさん、俺を嬲って」

　詠一の腰に自分の腰を接触させ、腰を揺すり陰茎同士を擦り合わせる。献は蕩けた目で微笑み、二つの竿をひとまとめに握り緩く扱きだす。

「んぁ、ぅ、ふ……せんぱい、も……シテ？」

　献の凄まじく淫らな様に、詠一は喉を鳴らし獣じみた笑みになる。献が握っていた詠一は硬さが増し、ゴツリとした血管が浮かびだす。

「あ～、も～、かわいすぎるだろ……すぐにぶち込みたくなるじゃねぇか」

　ピトリと正面から肌を寄せて甘えている献を無理矢理引き剥がし、力尽くで俯せにする。

「～～ッ！　ぅ、ん……せんぱい？」

　不満そうに鼻を鳴らし献は首を巡らせて振り向くと、詠一は献の白い尻肉を音高く打った。

「ヒンッ！」

「献、ケツあげろ。突っ込めるように解してやるから。前は自分で弄ってろよ」

　尻を叩かれ哀れな悲鳴を上げていたが、詠一の命令を聞くと、献の目は喜色に輝く。

「は、はい！」

　返事をするが早いか、シーツに肩をついて膝立ちで高く尻を上げ、枕に顔を埋める。素直で従順な様に詠一は満足げに笑い、叩いて赤くなった尻肉をぺろりと舐めた。

「献はいい子だな」

　詠一に褒められると献はそれだけで溶けてしまう。もっといい子と褒めてもらうために、自分で乳首を虐め、陰茎をイク寸前まで育てるため、懸命に手を動かす。

「ン、ンフ……せんぱい、ァ、ッア、うぅッン」

　命じられるままに自慰に耽る献は尻を撫でられ、詠一にローションを垂らされる。粘液の冷たさに献の腰はわずかに跳ねたが、膝を震わせそれ以上の反応を耐えた。

　まだ慎ましやかに閉じている後孔に、ローションを纏わせた中指で縁を撫でる。敏感な場所への刺激に献が息を呑むと、尻がひくりと揺れ、後孔がもぞもぞと蠢いた。

　欲しがりな献の反応に詠一は口の端を上げ、つぷりと中指の先端を埋める。

「～～んッ、ぅぅ」

　異物感に献が唸ると、詠一はひと息に中指を根元まで埋め込んだ。驚き、献は身動きしたが、詠一は無視してちゅこちゅこと激しく抽挿をし、その勢いを利用して二本目の指も根元まで収めた。

「ヒャッ！　あぁぁぁん……ンンぅ」

　時間をかけずに増やした指の圧迫感で、献は背中に汗を浮かばせる。二本の指を中でバラバラと遊ばせながら緩く抜き挿しすると、献は猫のような悲鳴を上げ善がる。

　震える背中を詠一が舐めると、背中の皮膚は快感で総毛立ち、献は腰を揺らしながら呻いて甘イキをしていた。

「献ぅ～、手止まってるぞ？」

　ガクガクと膝を揺らし、躰を休める献を詠一は追い詰める。後孔を責め立てる指は容赦なく肉襞を割り、前立腺を掠めて拡張をしている。イッたばかりの躰をこれ以上虐めれば、狂ってしまう。献は涙ぐみ、許しを乞う。

「ァ……ッアん、～～ンむ、まっ……て、むり、いまはムリぃ」

　情けない声を上げ嗚咽を漏らすと、詠一は三本目の指を挿入した。

「～～ギッ……ぃギ」

　献の背中は弓のように張りつめ、弛緩し崩れた。甘くとは言え頂点を極めている状態にさらに何層も重ね頂点を極めさせる。連続する甘イキの地獄のような快感に、献は泣きながら詠一へ助けを求めた。

「もぉ、イケない、イケないからぁ～ッ」

　足の力が抜け、上げていた尻が下がる。詠一は後孔に入れている指で前立腺を押しながら腕ごと上げ、尻を下げた献を叱る。

　ヒィヒィと泣きながら善がる献に、詠一は優しく囁いた。

「もうイクの辛いのか？」

　声が出ずコクコクと頷く献から、詠一は後孔をいたぶっていた指を引き抜く。

「ぁ、オ、ォォ、ぉア、ぁ」

　ぽっかりと空いた後孔を晒しながら、安堵に弛む献の腰を強く掴んで引き寄せる。詠一は勢いをつけ、凶悪すぎる楔で献を引き裂いた。

「～～ク、ァッ……」

　切先は奥底を叩くと、献の躰はグラリと揺れ、崩れる。声もなくナカイキを極め、献の躰はヒクヒクと痙攣していた。

　しかし献の胎の中は、久々に味わえた愛しい肉鉾に狂喜乱舞し、肉襞は詠一をしゃぶりつき、奥へ奥へと誘い込む。

「～～っ、ぁ、ホント、かわいいな」

　泣きながらイキまくる献を抱き起こして膝の上に乗せ、後面背位でズンズンと突き上げる。

　自重で深く挿さるうえに強く突き上げられ、簡単に奥門は突破されてしまう。連続するメスイキに献はカクンと首を落とし、閉じられぬ口元から赤い舌と涎を垂らして呻いていた。

「献、献、お前はオレのモンだよな？」

　半ば意識の混濁した献は何度も頷き、詠一によって白濁に染められた。










九　獣は哂う











　泣きすぎて目の周りは赤く色づき、躰には荒淫の跡が色濃く浮かぶ。

「せんぱい、俺、せんぱいと一緒にいたい……ずっと一緒がいい」

　嬌声で嗄れた声は掠れ、それが凄まじく艶やかで愛らしい。ようやく素直に願いを口にした献の髪を詠一は優しく梳き、微笑む。

「あぁ、一緒にいような、毎晩一緒のベッドで、こうやって抱き合って眠ろうな」

　うとうと目を閉じかける献を腕の中に閉じ込めると、込み上げる悦びに詠一の口元が歪む。

　やっと獲物は堕ちきった。これで二度と逃げない、もう逃がしてもやらない。

　献の寝息を聞きながら、詠一は獣の目を閉じ眠った。




　少し昔の夢を見た。




　色褪せた鉄扉に鍵を差し込み、音もなく回す。

　部屋の様子を伺い、異常がないことを確認してから中に入る。用意しておいた室内履きを履き、部屋の中をざっと一周した。

　ベッドサイドには相変わらず腕時計が置いてあり、それを見ると自然と頬が緩んでしまう。

「ホント、かわいいことするよなぁ」

　カメラで部屋の様子を隈なく写してから、腕時計を手に取り電池を入れ替え元の位置に戻す。発信機はなかなかに電池食いだ、こまめに入れ替えないといざという時に使い物にならない。

「あとは、っと……」

　数台ある監視用カメラのレンズを綺麗にクリーニングして元に戻す。アダプター型や電源タップ型の隠しカメラはレンズに埃がつきやすい、せっかくの愛らしい姿をクリアに保存するためにも手入れは重要だ。スマホで起動し監視カメラの画像がクリーンになったかを確かめた。

「もうちょっと、違う角度から眺めたいが、音拾うマイク減らすのもなぁ……。これ以上電源タップ弄ると、さすがに気付かれるだろうしな」

　一台ずつのカメラ位置とマイクのチェックをする。今のところ画面と音質に問題ない、電波状況も良好だ。

　一通りの作業を終え、ベッドに腰掛けてそのまま横になる。シーツからは彼の使うボディーソープとわずかな汗の香りがして、笑いが込み上げてきた。

　最初に見た時から、彼は自分の獲物だった。

　苦しく顔を歪め逃げるように走り、崩れながらゴールする瞬間、苦痛がふと消え恍惚の表情になる。荒く息を吐く顔は蒼白なのに、頬と目元だけが赤く、薄く涙の膜が張った目はゆらゆらと揺れていた。

　その姿を見た時、口の中が涎で溢れ、恐ろしいほどの飢餓に唸り声を漏らしそうになった。なんて美味そうな。――自分の中で持て余していた獣じみた欲求が、すべてあの獲物へと向かっていく。

　怖がらせないように慎重に接し、特別優しく笑い、柔らかな声を出して話しかければ、すぐに懐いた。憧れの後ろに隠したつもりの欲望をちらつかせながら楽しそうに笑い、無垢な信頼に満ちた目で見つめられると、庇護欲と嗜虐心が同時に高まり、飢餓感は煽られるばかりだった。

　途中で狩りは中断し、宙ぶらりんとなった空腹感は熟成していく。狩りを再開させ、より一層自らの空腹を煽る方法で獲物を追った。しばらくすると、思わぬ形で獲物が罠にかかる。

　いつも泣き出しそうな顔で自分の後ろをつける彼の姿を見た瞬間、言い知れぬ悦びに満たされ、歓喜に震えていた。

　かわいくてかわいくて、あまりにかわいいから、食い散らかさずに香りだけで我慢してきた。その獲物が、無防備に自ら近付いてきている。まるで食ってくれと言わんばかりの危うい行動に、腹の底から笑いたくなる。

　かわいい獲物が一生懸命集めている自分の後ろ姿の写真も、そろそろ足りないのではないだろうか。今度はサービスして顔が映るような角度で笑いかけてやろう。きっといい声で啼きながらこのベッドで独り身悶えてくれるはずだ。

　しかしそんな姿をあまりに長く見るのもよろしくない。時折我慢できず、眠っている隙に忍び込み、味見と称し獲物を舐めてしまう。こちらの空腹もそろそろ限界なのだ。

　胸いっぱいに彼の残り香を吸い込み、悦に入る。

　何かひとつでも弱みを見せたら、その時は容赦なく仕留めよう。自分で作ったルールを勝手に当て嵌め、獲物を追い詰める。

「あ～ぁ、早くぶっ壊れて堕ちてこねぇかな～、そしたら毎晩抱いて眠るのに」

　甘えさせ、どこへも行けぬようにしてしまおう。真面目すぎる彼のことだ、飼われることを嫌がるかもしれない。何なら今の会社を辞めさせるのもいいだろう。彼の勤める会社はこちらの系列銀行の融資を受けている、脅しには弱いだろう。部下を使って献の仕事をことごとく潰すのもいい。圧力をかける方法ならばいくらでもある。彼が退職したらこちらで雇ってそのまま囲ってしまえばいい。人見知りだが、仕事はなかなかできる。意外と秘書に向いてるかもしれない。会社にとっても無駄な人材にはならないだろう。何にせよ、あの獲物は自分のものだから。

　スマホのアラームが鳴り響く。彼のスマホに紛れ込ませたスパイウェアがエリア内に侵入したことを知らせてくれる。そろそろ彼がこの部屋に帰ってくる。

　先程撮影した部屋の画像を見て、小物や家具の位置に部屋へ入った時と変化がないかを確かめ、そっと玄関を出て勝手に作った合い鍵で彼の部屋の鉄扉を閉める。そのまま隣の部屋の前まで移動し、扉の鍵を開けてするりと中に入った。

　冷蔵庫からカフェで買ったデリを出し、食べながらスマホを弄っていると、隣の部屋の鍵を回す音がした。慌てることなく監視カメラの映像を切り替える。

「おかえり、献」

　疲れ切った顔でスーツを脱ぐ献の姿をじっと見つめ、詠一はうっそりと笑う。愛しさと欲望を指先に籠め、献が映るスマホのディスプレイをそっと撫でた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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